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まえ が き

昭和52年度は、4 月の科学技術週間にあたり、当支場を一般に公開するとともに、四国地方の森林と林業

についての紹介、林業相談、さし木、つぎ木の実地指導などを行ったところ、幸い多 くの方が参集され、大

変喜んでいただ くことができた。

森林は、林業生産の場としてだけでな く、その多様な公益的機能を通じて国民生活と密接な関連をもって

いるが、特に近年、環境問題、あるいは山地災害、水需要、さらには保健休養とか自然保護等との問題とも

絡み、－一般の関心 もますます高まってきた。このようなことから森林、林地 iこついての正 しい認識が深まっ

てい くこ とはまこ とに望ま しいこ とであ るが、 ともする と一部の人の誤 った見 解が安 易に取 り上 げ られ 報道

されるという一面がないとは言えない。また、このような場合、問題の解決に大きな支障をもたらすことと

もな りかねない。

これまでの試験研究によって得られた成果が、十分現地で理解され生か されるよう一層の努力が望まれる

が、複雑な自然的、社会的条件を背景とする林業部門においては、さらに究明を必要とする重要な課題 も多

く残されている。

本年度は、農林水産技術会議予算による別枠研究「農林漁業における環境保全的技術に関する研究」の課

題のもとで 5 か年間にわたり実施 した四国の針葉樹人工林についての調査と、家畜ふん尿の処理施用技術に

ついての試験調査を一応終了し取りまとめたほか、科学技術庁予算による「結晶片岩地帯地すべりの発生機

構に関する研究」、指定研究としての「野ねずみの生態調査」、技術開発試験「ヤナセスギ丸太を食害する害

虫の防除法」の各課題についても最終年度としての試験調査を終り、それぞれかなりな成果を得ることがで

きた。また継続実施中のプロジェク ト研究課題「人工林の非皆伐施業に関する研究」、「まつ類枯損激害地

域の更新技術」、および環境庁予算による「野性鳥獣の保護増殖Iこ係る休系的手法の開発に関する研究」な

どの重要諜鞄 Iこついても成果の進展を見ることができた。

ここに、昭和52年度に四国支揚が行 ったこれら共同研究ならびに経常研究の概要を年報として取りまとめ

報告し、ど参考Iこ供する次第であるが、ど批判、ど助言などいただければ幸である。

なお、試験研究を進めるにあたり、ご協力あるいはご援助いただいた営林局、署、林木育種場、県、大学

その他閲係機関のかたがたに厚 くお礼申し上げる。

昭和 5 3 年 7 月

林業試験場四国支場長 森 下 義 郎
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経営 研 究 室 の 研 究 概 要

ー1 －

経営研究室の研究項 目は、森林資源の把振方法や林木の生長予測Iこ関するものと、林業の経営経済に関す

るものとに大別される。

前者に属するものとしては、「森林の取り扱い方法による品等別収穫量の予想に関する研究」、「個別株

分の生長要素の分析」、「マツ類枯損教書跡地の更新技術に関する研究」があり、後者lこ属するものとして

は「林業生産の地域分折」がある。

「 森林の取扱い方法Iこよる品等別収穫量の予想に関する研究」は、樹種別に固定標準地 を設け、これらの

各林分要素が主伐、間伐等の取扱いの相違によりどのように変化 してゆくか、また、個々の林木の品等別出

現率がどのように変化 してゆくかを時系列的に追跡詭査 し、その予測法を解明 しようとするものである。

「 個別林分の生長要素の分析」は、個別株分の各林分要素分析と変動要因の解明を暫定資料により実施す

るもので、 とくIこ各林分別の樹高曲線と材蹟曲線を決定づける定数、係数の分析と、これらの時系列的変動

の予測法を研究するものである。

「 マツ類枯嶺故事跡地の更新技術に関する研究」は、昭和50（197 5）年度から経営研究室と土じょう研究

室との共同研究 として発足したテーマである。本研究はまつくい虫lこより被害を受けた跡地の更新樹種とし

て可能 と考えられるヒノキおよび外国産マツ類を対象として、これらが同一条件下でどのような生長をして

いくかを調査すると同時に、土壌を含めた環境分析等を実施して、適当な樹種の選定と、痕裁可能な範囲を

明らか に しよ うとする ものである。

「 林業生産の地域分析」は、町村別の林業生産の実態と位置づけの明確化および地域間の比較分析、各地

域の林業生産をとりまく地域特質の明確化、地域分折のための有効指標の探究を目的とするものである。

森林の取扱いによる品等別収穫土の予掛こ関する研究

1 ． スギ人工林の構造と生長

昭和52（1977）年度は、本山営林署管内中の川山スギ人工林収穫試験地の第3 回目の調査と、須崎営林署

管内下る川山スギ人工林収穫試験地の第 2 回目の調査を行 った。

1 ） 巾の川山スギ試験地

この試験地は1967年に設定されたもので、施業方法（植栽本数、間伐方法）を異にする6 つの試験区が設

けられている。算 1回と2 回目調査では各試験区に設けた標準地内の立木の毎木調査を行った。 しか し、今

回は材分が閉鎖 し、樹高の測定が相当困鮭とな ったため、各区討0 本あて調査することとし、各標準地のな

かにさらに200 本生立する調査区を設けそのなかの ものを調査 した。設定後か らの調査結果は表一 1 のとお

りである。今回と調査本数の異なる 1 、 2 回目調査時の分は、今回との関連をもたすため、今回調査 した各

樹木の l 、 2 回目調査時の測定値から算出した数値を示 した。

各区とも生育は良好であるが、今回調査時には林分が相当密となり、各区の現在の相対幹駐（S ）と管

理方針（1975年度の担当官会議で協議）か らみて も、間伐区はいずれ も間伐を要する状態となっている○昭

和53（1978）年度中に設定後第 1 回目の間伐を実施する予定である0

2 ） 下る川山スギ試験地

この試験地は1972年に設定 したもので、試験地内に間伐方法を異にする4 つの試験区が設定 されている（椿
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栽本数は各区同一）。諏査結果は表－2 のとおりである。

各区とも船木の生長が良好で、今回調査時の材積？乎垣生長圭は加当り20戎以上、連年生長量は40〟前後

の高い数値を示 している。しか し、この試験地も間伐を要する状態となっており、近いうちに間伐を実施す

る予定である。

（ 佐竹和夫 ）

表－ 1 中 の 川 山 ス ギ 試 験 地

Ⅰ、Ⅱ、皿区の植栽年度は196 3年Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ区は19 64年。

表－ 2 下 る 川 山 ス ギ 試 験 地

試験区

B

調査 年 月

（ 林齢）

1 97 2年 10月（14）

1 977年 10月（19）

1 9 7 2 月 10月 （14）

1 977年10月（19）

1 972年 10月（14）

1 9 7 7 月10月 ▼（19 ）

1 972年 10月（14）

1 977年 10月（19）

就 験
調 査 年 一月

直　 径 歯　 高
l氾当 り I氾当 り 如 挙 り 上 層 木

相　 対 hd 当 ＿り h¢当 ＿り 管 ヱ理

（林 齢 ） 本　 数 甲　 質
胸 高

断 面 積
平 均 高 幹 拒

（S r ）

平 均

生 長 皇

連 年

生 長 皇
方　 針

Ⅰ

‾19 67年 3 月 （4 ） 1冴 2 ．2 70
〝g

2 4
％

88 9
J d

無 間伐197 1年 1 1月 （9 ） 9 J） 55 2，㌘ 0 53．4 15 ．462 6．7 3 1う 5．9 30．2

血

197 7年 8 ．月 ＿G 5） 14 ．7 ‾‾9息 2，郡8 －？193 40．去柑 11．7 17β l．5．1

19 67年 3 月 （4 ） ・＿22 ． も6 28 3 ．0
‾　 49 ．7

27 ．0 申 由 伐19 7 1年 11 月 （9 ） 7．5 5 5 4，628 7 7β 皇1β雅 72 20 5 8．6
19 77年 8 月 （15）

196 7年 ・3 月 ‾（4 ）

10．4 9 ．1 4，628 2 263 42 ．152 115 12 月 15β

Ⅱ
2 ．0 ■由 ㌘ 2 β 65 3

32 ．7 S r18 ％19 7 1年 11月 （9 ） 8 ．5 ＿ 5 5 35 ㌘ 77 ．7 2 1ぷ 7 ’ 7．0 24 ．0 8β
19 77年 8 月　 G 5） 12 ．4 9．9 3月27 25 73 45 ．4（泊 12 ．4 13 β ・17 ．7

Ⅳ

1■9 67年 3 月 （3 ） 0 月
・5如

15 89 3
2 3．一2 無 間伐19 71年 11 月 （8 ） 3 ．4 2β 5β71 16 β 6 5 37 ＿4 月 26 ．7 2．1

19 77年 8 月 （14）

196 7年 3 月 （－3 ）

82 65 5β71 144 3 34．172 9．5 13β 10．7

Ⅴ
1．1 5 ，167 1．7 84 3

2 2．7 S r18％19 71年 11月 （8 ） ．4 月 3A ‾5，167 30 3 10．糾）1 4月 28 ．2 3月
1977年 8 月 （14）

1967年 3 月 （3 ）

8 ．8 7月 5 ，167 1声4 や 35 ．190 9 3 15 ．0 115

Ⅵ
1．0 5β28 1β 86 8

13 畢 S r 15 ％19 7．1年 11月 （8 ） 3 2 ＿＿2ノア 5 ，528 14 ．4 5 ．724 4 ．9 27 ．7 二1．8
19 77年 ＿8 月 ・（14） 69 －∴5．6 ち方寧 二＿＿9叩 23 ．＿丁？5 8 β 16．字 ＝∴▲6 ．7

平　 均 平　 均 h8 当 り hG 当 り h8 当 り 上 層 木 相　 対 h8 当 り h8 当 り 管　 理

直 径

ー＿．⊥ ＿

樹 ＿高 車 琴

2 占由

材　 横
胸 ＿高

断 面 積
平 均 高 轟 ＿申 平 均 生

長 量

連 年

生 長 量
方　 針

－Cm
14．5

m
112

d
275．7 由 2 舶 m

’142
1讃 Ⅱi

19．7
d

39 β 無 間伐
17 。5 14 ．1 ・2ヰ蛤 474．1 63 ．巧 0 18．6 10 ．9 軍5．0

14 ．1 10 ．1 2 ．471 ：B 5月 4 1冶由 12 ．9 15 ．6 16β
3 7．2 S r18 ％‾1t 2 13 2 ‾2A O7 4203 60 ．222 16 ．1 12 ．7 22．1

15点 1 13 2．183 273．9 44 ．425 13．9 15 ．4 19β
4 3．3 S r15％

19 2 14 5 2．123 487．1 6 5鹿 A 二17β 12 3 25β

13 ．9 10．4 2月 4 2159 3 6舶 0 13．6 1甲 15．4
3 4 ．8 S r12％

17 5 －13 ．0 2 ．154 誕姶．1 56 カ 5 15 j） 13冶 20．4
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個別 林分 の生 長 要 素 の分析
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この課題については、これまで2 年生から19年生までの幼齢林の暫定資料、スギ餌3 個とヒノキ6別 個を

用いて、個別林分の分析を進めてきたが、異常資料が若干混入 していることが認められたので、52（1977）

年度は資料の点検と再計算を行ったこれまで分析をすすめできた経過の革要をのべると次のとおりである。

1 ． 地 域 区 分

四国の5地域施集計両区別に、林掛こ対する平均樹高、優勢木平均樹高、平均直径、如当り本数、血当り

斡材軌こついて実験式を用いて推定し、地域別に林齢に対する林分要素の数値を推定し、地域別比較を行っ

た。

2 ． 地域別地位指数の比較

これ ら幼齢林資料はどのような所Iこ生育しているのか、環境関係の諸数値を用いて標準地別Iこ地位指数を

推定 し、地域間の生産力を比較 した。

3 ． 直径に対する加当り本数分配曲線

スギ、ヒノキ別Iこ地域全休の資料を用いて直径に対する払当り本数分配曲線を推定 し、林齢別の推移を分

析した。

4 ． 直径に対する平均樹古曲絶と材耕曲線の分析

平均直径Iこ対する樹高曲線と材漬曲線の傾向を決定づける要因を、各種の変皇を用いて目下分析中である。

外国 産 マ ツ類 の導 入試 験

奈半利営林署須川山国有林には、1954年 2 月に植栽 されたスラッシュマツとテーダ盲ッの造林地がある。

1 967年 2 月に、エの造林地内に収穫試験地と同様な取扱いを行 うため、林分密度別、施薬別の標準地を設定

した 。

標準地の調査は、5 年間隔で実施することにし、また定期詭査は、両樹種を同年度内Iこ行 う予定だったが、

テーダマツの調査はスラッシュマツよりも 1年遅れとな った。

スラッシュマツに対する第 l回目の諏査は、1967年 2 月（林齢19年）、第3 回目は1978年 2 月（林齢24年）

に実施 した。結果は表－3 のとおりである。
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この表にもとづき主な項目について若干の解析を行うと次のとおりである○

1 ． 擦準区別材秩生長の推移

植栽密度別、施薫別の材棲生長の推移をみるために、図－ 1 および図－2 を作成 した○図－ 1 はグラフの

横軸に前期（林鈴14年と1昨 ）覿存木材境を＼縦軸に後期（林齢19年と24年）の総材積を表わしたものであ

る。一方、図－ 2 には、前、
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知

）

後
親
（
19
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）
の
残
存
木
材
囁
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002
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後期ともに残存木材槙を表わしている。
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前期（14・ 19年）の残存木材槙

図一 1 各標準地の材槙生長の推移（残存木・総材積）

○間伐区 ●無間伐区

Y ＝ 8 7．T4 8 ＋0 ．9 9 0 Ⅹ

Y ＝ 1 3 0 ．9 4 3 ＋0 ．8 4 6 Ⅹ

1 4一◆19年
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4 ．00 OA o
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三竿：
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0 0 0 A

●
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前期（14・ 19年）の残存木材構

図一 2 各標準地の材境生長の推移（残存木・ 残存木）

○間伐区 ●無間伐区

Y ；‡78 ．0 9 7 ＋ 0．8 4 0 Ⅹ

Y ＝ 2 2 3．2 9 1 ＋ 0 ．3 2 5 Ⅹ

1 4一一19年

1 9 －す24牢

図－ 1の林齢14年を前期としたものと同19年を後期とした（以下14－19とする）林分の材壊生長と、林齢

1 9年を前期としたもの と同24年を後期とした（以下19－24年とする）それを比較すると、14－19年の場合は

1 4年に材熟 ま多く、初期材棲の多い区が後掛こも材境が多く表われている0 しかし、19－24年では、5年前

の生長傾向とはやや異なり、19年 Iこ材鏡の少なかった区の生長量がかな り増加しているのに対 し、多かった

区のそれは若干増にとどまった。

図－2 の前（横軸）、後期（縦軸） とも蔑存木材境で表わした場合では、図－ 1 で述べた傾向が一層強 く

表わされている。14年一19年の期間における材積生長の傾向に反 して、19年一 24年の期間にこのような傾向

の表われたのは、 2 つの図で明 らかなように、無間伐区の4，0 0 0本、 3，0 0 0本、2，0 0 0本区では高い立木密

度による林分競合により、生長圭が鈍化 しさらには立木の枯扱が発生 したためである0

2 ． 相対幹f削こよる林分競合の分析

この ことについては、囲－ 3 のとお りである。

図－ 3 － A は無間伐区の各調査時における相対幹距の推移を表わしているが、これによると l・00 0 本区

の各諏査時とその他の区の林齢14年時を除外した場合、その他の区のいずれの標準地においても、各調査時

の残存木の相対幹距の値はⅠ5－16％の間にあり、この樹種の相対幹距による密度の限界がこの附近にあるも

の⊥貴書入れス〈 ＿甘＿閻＿ 3 －R の闇伎灰の相対飴附 こおいてほ＿林齢24年時の残存未が4．000本区で1T
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％、3．00 0本区および2，0 0 0本区でそれぞれ18％となっており、残存木の15～16％に近づいている。 したが

って、間伐区も5 年後の調査時Iこはかなりの枯撮本数が予想 される。

1 0 H 2 0
＝－▼ －

S r
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a O O O

i O O O
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a O O O

a O O O ・
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ま1 6

5 ％

1 5
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A 無間伐区

図－ 3 植栽密度別相対幹拒の推移
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テーダマツとスラッシュマツの樹種識別法

「 マツ類枯損激書跡地の更新技術lこ関する研究」をすすめるに当り、容易にテーダマツとスラッシュマツ

の樹種鼓別のための基準が必要となった。

－従来か らいわれている識別法として次のような両樹種の相違があげられている。すなわち、①テーダマツ

は3 菓が多 く2】其の混合割合が少ないが、スラッシュマツ‾は2 葉が多い。㊥開花期に違いがあり、高知県地

方平野部でテーダマツは4 月上一中旬、スラッシュマツ2 月下旬と観察 されている。㊥芽の色はテーダマツ

は薄褐色で、スラッシュマツは白色が強い灰色である。④球果はテーダマツは平均的にアカマツとほぼ類似

した形であるのに対して、スラッシュマツは大きくかつ紡錘型（縦15c爪、横 8 cれ）をしている。⑥葉色はテ

ーダマツは黄色がか った緑であり、スラッシュマツは濃緑色である。

このほかに、石川（196 7）によると、テーダマツの球果は無柄なのに対 し、スラッシュマツは短柄である

としている。また、大山（1975）によると針葉の断面を顕微鏡による観察で、樹脂道の位置により両樹種を

識別する方法を報告している。これによると、葉皮と維管束の間の葉内の部分において、樹脂道が維管束に

近い位置にあよものを内位、葉皮に近いものを外位、その中問にあるものを中位とした分類を行う。この基

準により分類すると、テーダマツは中位を主体に内位の ものが含まれ、スラッツユマツは反対に内位を主休

に中位のものが含まれていた、というものである。これ ら樹種識別の基準はいずれも正 しいが①の針葉数の

項を除いては、季節、立木の成熟度、器具の条件のいずれかが高されねはならない。また、最も容易に取り
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扱える針葉の中に含まれている2 菓の割合にして も、これまで数量で現わされていないという経過があり、

これらの数量的解析を行うため、枝の先端を中心に若干の調査を試みた。

1 ． 桐 杢 方 法 と 材 料

本格的な調査に入る前に予備調査として、両樹種の樹冠を上部、中部および下部の3 層に区分して、それ

ぞれの部位の針葉の形状的な違いの有無を調べた。この結果、3 者に違いがないものと判断されたので、作

業能率を考慮 して最下層の正常に生育した枝を山側を除いた3 方から1 本ずつ採取 して供試資料とした。

調査は、枝を芽の元から1■oc初の位置で切断し、その間Iと着生している全針葉数とその中に含まれる2 菓、

3 薫別の葉数を調査 した。さらに、採集した枝の全部を対象に 1 枝につき10本、 1立木につき30本の針葉を

無作為に抽出して、大山らの方法による樹脂道中間位発生率による樹種識別法のための資料に供 した。

供試資料は、両樹種 とも愛媛県南部と高知県中部および東部で採集 し、個体数は25本ずつであ声。林齢は、

1 2年～23年、立木の立地は土壌型が、B 8 － B び（ d）、標高が50爪～30 0仇の範囲となっている。

なお、この線告に用いた資料はいずれも種子の産地は不明であるが、両樹種とも種子の産地の遵Iこより、

造林木が生長するなかで轟々の変異の存在がいくつか報告されている。（三上ら1973、段林ら196 5）。

2 ． 括 果 と 検 肘

（ 1） 2 実の混合率

両樹種とも植物分類のうえでは3 菓松に属 しているものなので、3 葉を基準にしてどの程度 2 菓が含まれ

ているのかを諏査 したが、スラッシュマツIこは多 くの 2 葉が存在するが、テーダマツにはそれが非常に少な

いこ とが、認め られた。

具体的には、スラッシュマツの 2 菓混合率は、金平均値で 55．8 ％でありテーダマツのそれは0．4 ％にと

どまった。個休別にみた 2 菓の混合率の範囲は、スラッシュマツが 1α0 ％～ 1 1．4 舞、 テーダサツが5．5％

～0 ％であった。スラッシュマツの最低値の 11．4 ％について9 5 ％の信頼限界は 15．5 ％～ 7．3 ％の範囲に

あり、テーダマツの最高値の 5．5 ％は同 じ条件で9．0 ％－ 2．0 ％の範囲Iこあった。したが って、両者の信頼

限界の うち、スラッシュマツの下限が 7．3 ％であり、テーダマツの上限が 9．0 ％であるので、出現率をみる

限り、両樹種を比較する場合2 葉の混合率が10％以上な らスラッシュマツ、それ以下ならテーダマツと考え

てもよ さそ うであ る。

（ 2） 樹脂道中間位発生率

樹脂道中間位発生率も大山らの報告のように、かな り著 しい違いが追認 された。このことについてI㌫ 1

個休か らの供試数が少な く、信頼限界の暗が広 くなるために、それぞれの平均値だげで検討 してみた。

スラッシュマツの平均値は 19．2 ％、テーダマツのそれは8 7．3 ％で、両者には著 しい違いがみ られた。一

方、個休別にみた樹脂道中間位発生率は、スラッシュマツが3 5．0 ％－0 ％、テーダマツが 96．7 ％－53．3 ％

にあった。したがって、この率が50％以下な らばスラッシュマツ、50鬼以上ならテーダマツと識別できるも

のの よ うである。

なお、2 菓の混合率と樹脂道中間位発生率の併用Iこより誠別の精度が著 しく高まることは、いうまでもな

いこ とである。

（ 3） 同一条件下で成立 した両樹種の枝、菓等の比較

関西林木育種場四国支場構内の見本園に樹種だけが違い、その他の条件が同一であり、成立場所 も隣接 し

ており、枝や葉の圭の比較には最も適した条件の林分があったので、個体数が10ずつと少ないがい くつかの

ことについて調査を行 った。

禍査項 目と結果は表一4 のとおりである。
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これによると、平均値ではすべての測定値Iこついて、スラッシュマツの値が大で、テーダマツは小であっ

た。 しか しながら、平均値の差の検定の結果は、技量、菓長および薬玉で両者の間Iこl％の水準で有意の差

が認められその他には差が認められなか った。

（ 吉田 実）

林業 生 産 の 地 域 分 析

これまで林業生産の地域分折に関する研究の一環 として、徳島県の依頼により、1972年度－1974年度の 3

か年間木頚林業地域、徳島県中部地域、徳島県三好地域の地域診断を実施してきた。さらに197昨 度には徳

島県三好郡東祖谷山村の山村振興特別調査を実施 し、1977年度Iこは砿島県那賀郡相生町の「蔭谷杉生会の形

成条件に関する調査」を実施 した。

同時にこれ らの各調査地域から林業生産の実態の位置づけの明確化や、地域間の比較分析をおこなうため

の各席資料を収集 し目下分析吟味巾である。
（ 都築和夫）

造林 研 究 室 の 研 衷●概 要

造林研究室の経常研究課題は育種、更新および保育の 3 部門Iこ大 きく分けられる。それぞれについて概要

を述べれは次のとおりである。

育種 ：昭和52（1977）年度より新規課題として「林木の細胞遺伝」を設定 した。この研究は交雑育種の基

艇として広 く種間交雑をおこない、親と子孫郡の細胞学的特性な らびに核型およびゲノム組成を明らかにし

ようとす るものであ る。

更新 ：継続課題である「 ヒノキ林の天然更新」では前年I〔 引き続き安芸営林署管内ヒノキ天然更新試験地

の解析をす めゝた。昭和52（1977）年度新規課題として「林床植生と群落構造」を設け、更新上問題点の多

い暖帯低山地帯の主要林床植生の一つであるウラジロならびにコシダと山地帯の ミヤコザサ、な らびにイシ

ズチザサIこついて生態学的な特性を知るために現存量や生産構造の季節変化、刈り払い時期と再生量などの

駒査Iこ着手 した。

保育 ：継続研究である。「間伐方法比較試験」は昭和52（197 7）年度の定期調査試験地がなかったため、

間伐の検討上大きな意味をもつ無間伐林の調査を実施 した。昭和52（1977）年度より新規課題として「枝打

ちと生産構造」を設け、枝打 ちと物質生産に関する研究に着手 した。

以上のほかiこ、土 じょう研究室と共同で「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究」の中の小

課題「四国地方人工林の土地利用と管理方式」について、また九州、閑西、東北の各支場および本場と共同

で「人工林の非皆伐施業lこ関する研究」に従事 した。

ヒノ半天然更新に関する研．究

本年度は昨年度に引き続き安芸営林署管内に1918年 （大正 7 年）に設定されたヒノキ天然更新試験地の実

態調査を行 った。この試験地は上木除去区と上木残存区とからなり、上木除去区には皆伐後雑草刈り払いの

みを施した区（Ⅰ区）と、それに加えて等高線沿いに約 1．8 れ（ 1間）おき約 3．6 仇幅（ 2 問）の地掻きを
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施した区（Ⅳ区）の 2 区がある。また上木残存区には母樹とするヒノキおよびモ ミ・ ツガ等を残存 した2 区

ぐⅡ・ Ⅱ区）がある。今回は Ⅰ区～Ⅳ区内にそれぞれ設けた標準地P I－ PⅣで毎木調査を行い、また立木や枯

死木の分布状態を知るために立木等の位置図を作製 した。また幹材積の比較のためにこの試験地設定とほぼ

同時期に植栽された隣接するヒノキ人工林内に標準地 P C を設け毎木調査 を行った。なお幹材横の推定には

高知営林局発行の幹材積表を用いた。

幹村境等を調べた結果を表－ 5 に示す。これか ら以下のことがわかった。P I ほ P C と長 く似た林分構成

表－5 林 分 構 成

＊の数値は人工林の材積表を用いて計算 したもの

値を示 したがP Ⅳは密度を除いて全体的に低い値を示 した。収量比数は3 林分 とも高い値を示 した。上木残

存区は上木除去区や人工林より高い材積を有 していたがこの大部分をヒノキ前生樹が占めていた。P Ⅱの ヒ

ノキの村境合計は816九 、PⅡは721叫／血と差がみられたが全立木の合計値ではそれぞれ990九
9 67 机 と長く似た値となった。
立木等の位置図からは以下のことがわかった。P I は全休的に間伐の手が入 っていた。またこの区の下半

軌こは枯死木、とりわけ古いそれが少なくこのあたりは西側に隣接する人工林の保育の際、一括に除間伐等

が行われてきたようであった。P Ⅳも全休的に間伐されているものの、掛 こ北側の人工林に近いあたりで強

く間伐が行われていた。枯死木は多 く、間伐以前は放置状態であったと思われる。この区の北西から南東に

かけて等高線沿いに3 本の枯死木帯が識別でき、帯間の距離はおよそ 5．4 れであった。 これは約 1．8 仇（ 1

間）おきに約 3．6 仇（2 間）幅に地掻きを施し、その地掻き区に後継樹が密に更新 したという記録と一致す

る。しかし、現在の立木は調査区全休にランダムに分布 していた。
／

上木残存区P Ⅱ、P 皿のヒノキ前生樹やモミ、ツガ、イヌマキ等の密度はそれぞれ439 ち／ん8 、 675

本／b であった。ヒノキ更新樹の密度はそれぞれ619 ち‰ 、50本／加であった。この違いは前生樹の

密度の逢いのはかに、P Ⅱは尾根上に位置し周囲が皆伐区であるのに対 しP Ⅱは山腹に位置 し南側や東側を

保護樹帯や上木残存区に囲まれているといった光条件の違いによる点が大きいと思われた。両区とも間伐に

F ■山 ■：■■：■：

区 ∴

分

痕

理

区

樹　 種

平　　 均 b あ ‾た　 り
‾‾‾■u‾▲1「‾‾‾「‾ ‘＝＝＝＝■■

収 量 比 数
樹 高 （m ）

ー胸 高 直

径 b 山

断 面 構

合 計 （Ⅰ功 密 度 （本） 伐 板 一本）
幹 材 構

（血

上

木

除

去

区

P C ヒ　　 ノ　　 キ 2 0 ．5 2 4 ．9 5 1 ．4 1，0 1 7 5 2 1．7 ＊

5 1 4 ．6

5 3 3 ．2 ＊

5 2 9 7

0 ．8 9

0 ．由
P ・Ⅰ

ヒ ノ キ 更 新 樹 1 9 ．7 2 4 ．4 5 4 ．4 1 ，1 2 5 9 7 5

ア　 カ　 マ　 ツ 2 4．8 5 4 ．2 5 ．8 2 5 5 7 ：0

P Ⅳ ヒ　　 ノ　　 キ 1 6．8

2 0 ．7

1 年・8 5 ．1．0 2 ．0 0 0 1 ，1 0 0
4 7 1．8 ＊

4 7 6 ．6

7 5 6 ．6

0 ．9 4

上

木

残

P Ⅱ

P 皿

ヒ ノ 手 前 生 樹 4 6 ．4 7 6 ．8 3 8 7

5 ＿2ヒ ノ キ 更 新 樹 1 1．0 1 8 ．0 7 ．4 6 1 9 ；・ 5 9 ．6

ツ　　　　　 ガ 2 1．皇 6 7 ．5 1 ‾7 ．9 5 2 1 7 3 ．5

ヒ ノ キ 前 生 樹 2 0 ．0 3 6 ．5 6 9 ．3 5 5 0

2 5

7 1 4 ．2

存 ヒ ノ キ 更 新 椒 1 5．7 1 4 ．2 0 ．8 5 0 7 ．2

区 ツ　　　　　 ガ 1 8．0 2 9 ．6 1 ．8 2 5 1 5 ，8

モ　　　　　 、 2 2．3 5 9 ．1 2 2 ．4 7 5 2 2 2 ．1

イ　 ヌ　 マ　 キ 1 3．7 2 4 ．8 1．2 2 ・5 7 ．6
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よる伐根は少な く枯死木 も古いものの割合が高かった。 しか し、P 皿は枯死木自休の量が少な く、皆伐区や

P Ⅱより早い時期に枯死が進行 したと思われる。また、 ヒノキ前生樹の分布は両区とも集中分布の傾向が見

られた。

（ 桜井尚武・安藤 貴）

間伐 方 法 比 較 試 験

今年度は調査年に核当する固定試験地がなかったので、徳島県木頑村のスギを主 とする無間伐林の諏査を

実施 した。測定値は表－6 のとおりである。

表－ 6 無 間伐 林 諏 査 結 果

この林分の林齢は明らかでないが、近い将来間伐が予定 されているので、その時に明らかにしたい。被圧

木として若干のヒノキが混じているが、これらをスギと仮定すると密度 と材積の関係ははば最多密度曲線上

にのる林分であった。

（ 安藤 責、桜井尚武、竹内郁雄）

人工林の非皆伐施業に関する研究

大面積皆伐作業にともなう環境破壊が世論により厳 しく批判されたことによって、森林の持つ多面的な機

能を十分Iこ発拝させながら、永続的に生産性の高い森林を維持するのに好ましいと考えられる非皆伐施業は、

人工林の施菓においても注目を集めている。しかしまだ、人工林の非皆伐施薬は、十分な技術的な蓑づけが

ないために、一部の林業地を除いて、一般には事業的な規模ではあまり行われていない。このため施業技術

の確立が強 く要請されている。

このような状勢にあるため、昭和50（19 75）年度より関西、四国、九州の各支場共同でP L 研究としてこ

の研究がとりあげられ、昭和51（1976）年度よりさらに本場 と東北支場が参加した。

研究の範囲は多岐にわたるが、本年度当支填で行 った結果は次のとおりである。

1 ． 光 環 境 の 測 定 方 法

昨年度報告したジアゾ感光掛こよる積算日射量の測定方法に今年度も引き続き検討を加えた。

この方法ほ トレシングペーパーを少 しずつずらして重ねた遮光板をジアゾ感光粧の上に乗せて露光 し、現

像後Iこ喪自された部分の トレシングペーパーの枚数を数え、その枚数から積算日射量を求める方法である。

前年は遮光板にコクヨ艶消50 ダ／ぉ の トレシングペーパーを用いたが、光の透過が悪いため、今年度は ト

レシソグペーパーを薄い ものにかえて検討を加えた。 トレシングペーパーは P A L N A － B 50が目的にかな

樹　　 種
上 層 高　　 平 均 尉高　　 平 均 胸 高 直 径 密　 度　　　 断 面 積　　　 幹 材 積

（れ）　　 （爪）　　　　 （伽 ） （本 ／‰ ）　 （ヰ ／血 ） （仰レ 血 ）

ネ　　 ギ 3 0 ．6　　　 2 9 ．2　　　　　 4 3．2 8 8 8　　　 1 3 8．3 1 5　　 1 6 2 9 ．8 7 8

ヒ　 ノ　 キ 2 0．9　　　　　 2 6．1 1 0 7　　　　　 6．‘10 5　　　　 6 4 ．2 4 3

計 9 9 5　　　 1 4 4．4 2 0　　　 1 6 9 4 ．1 2 1
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うものと認め られた。遮光板Iここれを3 一九ずつずらして50枚を重ねた。寮自校数を0．5 枚単位で読みとるこ

とができるので、 10 0段階の測定が可能である。P A L N A － B 50は光の透過がよすぎるため、短時間の露

光で50枚すべてが漂白されるためフィルターとしてコクヨ厚口のタイプ用駄を用いた。林内の光環境を相対

日射量として示すため、入射光や明るい棟内の日射量を測定するために、前記の用航を4 牧童ね、暗い林内

用として同じく2 牧童ねてフィルターとした。

横算日射土（光合成有効日射量を用いた）R 、藻自校薮N と測定時間中の最高気温T m ax との関係は次式

で示 される。

g 喝 R ＝K I N ＋K 2 T m ax ＋K ‡ （ 1 ）

ただし K l、K 王、K ＝ まフィルター枚数で決まる定数

仙式の関係はフィルター枚数どとに次式が得られた。

フィルター4 枚の場合

g 喝 R ＝ 0・0 3 4 5 4 N －0・0 15 3 2 T n迫Ⅹ＋ 1・3 6 9 7 4

フィルター2 枚の場合

f 2 ）

g o g R ＝ 0・0 3 9 4 8 N － 0・0 19 0 6 T m a x ＋ 0・7 0 9 8 7 … …・・…・ （3 ）

（ 2）（3）式による日射l の推定値は大部分が実測値の±20％の範囲内に収まった。なお、フィルター4 枚の場

合には、夏至の 1 日の光合成有効 日射量の最大値を4 00c ag ／d ・day 程度とみなすと、この程度の値まで

測定が可能である。

入射光をフィルター4 放で、林内光をフィルター2 放で測定するときには、入射光測定地と林内の測定地

の測定中の最高気温を測定 し、（2）（3）式でそれぞれの日射量を求めて相対日射量を求めるが、入射光と林内光

を同 じフィルター枚数で測定するときには、両測定地のT 山aXの差を無視すれば

g 喝 （R ／ R o ）× 10 0 ＝ 2 －K I（N o － N ）…・…・・…… （4）

R o ：入射光の 日射量 R ：林内の日射光

N o ：入射光による喪白枚数 N ：林内光Iこよる療自枚数

から相対日射量（㌔。）×100が求めら‾れる。
2 ． 庇陰下たおける樹晶柾の生理・生態的特性

関西林木育種場と共同で主として四国地方で選ばれたスギの精美樹クローンを用いた耐陰性試験地を設定

した。試験設計は「人工林の井皆伐施薬に関する研究、第一次経過報告（1977）」の73貢に示された試験設

計によった。

試験地は奈半利営林署野川山国有林36林狂い小鼓の約70年のヒノキ林内に設けた。1977年 3 月に60クロー

ンを 1 クローンあたり供試本数を30本または肋木 とし2 回線返しで植栽列どとにat randomに植栽した。

試験区設定時の1976年11月の林床の相対感度は照度積分計による測走で B l∝k l で 3．7 ％、 B l∝k Ⅱで

3 ．5 ％、1977年 6 月の東芝 S P I －Ⅴ型照度計による植栽木上部の相対照度はそれぞれ 6．6 ％、 4．7 ％であ

った 。

1 97 8年 3 月の調査で生存率 10 0％のもの11クローン、0 ％のもの 2 クローンであった。

以上のほかに、林内照度の経年変化、林床植生皇の経年変化、下木の生長等Iこついても調査を実施したが、

これ らの調査は農林漁業lこおける環境保全的技術に関する総合研究」 との関連で調査を行ったのでこの課題

で述べる。（3 2 頁参照）

（ 安藤 貴、桜井尚武、竹内郁雄、宮本倫仁）
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土じ ょ う 研 究 室 の 概 要
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土じょう研究室の経常研究課題は、森林土壌の生成、分類Iこ関する研究と、地力に関する研究の 2 つに分

けられる。

森林土壌の生成、分類に関するものとしては「低山地域の森林土壌」の課題で、四国地方の低山地域Iこ分

布する赤色土と因果関係が深いとみられる、赤色系、黄色系褐色森林土の性状について、土壌中の避難酸化

鉄の形態を中心に研究を進めている。

地力に関する研究としては「林地施肥の土壌および養分循環におよぽす影響」の課題で林地施肥の林木の

生長におよばす直接的効果と、森林の形成過程における施肥の役割Iこ関する研究を土壌ならびに養分循環の

面から進めている。「林内植物の養分吸収」は、地力維持上の基腱資料 とするため、林地の針葉樹、広葉樹

の養分吸収に関する生理的特性と、林内における植生と土壌 との関連について研究を行 っている。「堆積有

珠物と地力」の課題はJ 地表侵食防止および養分循環における養分の供給、調掛こ重要な役割をもっている

堆積有税物について、林分状態や立地環境 との関連において堆積、流亡ならびに分解過程などを明らかにし

ょう とす る もので あ る。

以上の経常研究のほか、別枠研究として「農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究」がある○

このうちの小課題である「四国地方針葉樹人工林の土地利用 と管理方式」は、人工林の取 り扱いのちがいに

ょる生態系の変動について土壌 と養分循環の面か ら解析を行 うてきた。またもう一つの小課題である「家畜

ふん尿の処理利用技術」は、家畜8稚 物を廃材（オガクズおよび樹皮）を利用して堆肥化したものの酋畑に

おける施用技術について研究を進めてきた。また科学技術庁の特別研究調整費による「結晶片岩地帯の地す

べりの発生株構に関する総合研究」は、林業試験場、地質調査所、国立防災技術センター、農業土木試験場

の4 研究俄開の共同研究であるが、当研究室でも土壌学的研究項目のうち、地すべ り活動地に隣接する林地

の地表変動の調査を分担している。プロジェクト研究「マツ類の枯損教書地の更新技術」は、まつくい虫に

ょる激害地の跡地対策のための研究を経営研究室 と共同で行っている。

低山地域の森林土壌に関する研究

土壌中の遊離酸化鉄の存在状態は、土壌生成の研究および分類上の有力な手がかりとなる。この研究では

四国地方の低山地域に比較的広 く分布する赤色系、黄色系褐色森林土の生成ならびに分類上の位置づけに対

する基礎資料を得るため、同 じ分布地域の褐色森林土、赤色土と対比しながら、土壌中の遊離酸化鉄の存在

状態を検討 してきた。

本年度 も四国西南地域の黄色系褐色森林土と褐色森林土Iこついて分析を行った。（表－7 ）。黄色系褐色
●

森林土の遊離酸化鉄の活性度はほぼ0．2 以下で、褐色森林土の0．2 ～0．4 にくらべて明らかに低い。また結

晶化指数は前者が 0．3 ～ 0．5 、後者が 0．3 ～ 0．6 であった。これらは前年までの結果とほぼ同様の値をしめ

し、黄色系褐色森林土には赤色土に近似した遊離酸化鉄の形態的特徴が認められ、赤黄色風化の影響をうけ

ていることを示唆しているものと考えられる。

（ 井上輝一郎、岩川雄幸）
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表－ 7 遊離酸化鉄の形態

林地施肥の土壌および養分循環におよぽす影響

試験地は須崎営林署管内朴の川山国有林と本山営林署管内中の川山国有林の 2 か所に設置 している。朴の

川山試験地は林分密度と■肥効の関係、中の川山試験地では連年施肥による肥効と、土壌変化、養分循環につ

いて試験を行っている。本年度は両試験地の生育詭査を行 った。その結果は義一8 、表－9 のとおりである。

（ 岩川堆幸、吉田桂子、井上輝一郎）

義一 8 朴の川試験地の結果（訓年生スギ）

表一9 中の川試験地の結果（18年生）

土 壌 型 海 板 高 層　 位 活　 性　 度

一‘▲⊥＿＿＿J

結 晶 化 拇 数

B B 4 3 0

A 0 ．2 6 0 ．4 8

B l 0 ．2 2 0 ，4 2

B 之 0．2 1 0 ．4 3

B 】 0．2 0 0 ．4 0

B B

y B B

5 2 0

4 0 0

A 0 ．4 0 0 ．2 8

B l 0 ．3 3 0 ．3 2

B 2 0 ．2 6 0 ．3 6

B 】－ C 0 ．2 5 0 ．2 7　 ‾

A 0 ．2 0 0 ．3 2

B l 0 ．1 0 0 ．4 8

B 2 0 ．0 8 0 ．5 4

B 3 0 ．1 0 0 ．5 3

y B 加 ） 3 2 0

A 0 ．2 3 0 ．3 5

A － B 0 ．1 6 0 ．3 7

B I 0 ．0 9 0 ．5 2

B 之 0．0 8 0 ．5 7

処　　　 理　　　 区 樹　　 高 m 胸高 直径 c皿 ・

1，9 0 0 本 区
施　　　 肥 1 A．2 2 1 8 ．2
無　　　 肥 1 2．1 1 1 3．4

2，7 0 0 本 区 施　　　 肥 14 ．5 1 1 6．1
無　　　 肥 1 3．3 9 1 4 ．2

3，5 0 0 本 区
施　　　 肥 1 4 ．0 5 1 5．8
無　　　 肥 1 3 ．2 0 1 3 ．3

樹　　 高 m処　　　 理　　　 区 胸 高 直 径ふ

ス　　　　 ギ

実 生 施 肥 1 4．1 2 1 9．1

さ し木 施 肥 1 3．6 2 1 9．1

実 生 無 施 1 2．2 7 ‾1 5．1

ヒ　　 ノ　 キ
施　　　 肥 9 ．5 0 1 4 ．0

無　　　 肥 7 ．9 0 1 1．5
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林内 植 物 の 養 分 吸 収

海岸林における広葉樹の養分吸収の一端を知るため、足摺岬、興津海岸林の土壌および種物を採取 して分

析検討 した。採取地は標高80－ 200 仇の海岸林であるが、土壌中の置換性マグネシウムが非常に多く、ま

た、カリ、カルシウムも多い土壌であった。

これらの土執 こついてK 王0／れ屯0比をとってみると、図－4 に示したように海水中のカリ、マグネシウム

喝／1009

蹴）

4 0

Ⅸ之0

加
森ケ内（0 －5 c九）

○坤A

岬A

岬B （ 0－ 5 c九）

興津（0 － 5 cl ） ●

岬B （7 －15cl）
●

（ 0 － 5 伽 ）

（ 佃～朗cl）

岬A （10 －加用）

●

海水中のK ！0 ／M g O の比

1∝ 〉
m g ／10伽

M g O

図－ 4 海岸林土壌への海漸の影響

●海岸林 ○内陸林 （ ）は採取位置

の比に似ており、明 らかに梅潮の影響を受けているものと推察された。

足摺岬の黒色土壌では10～20c九の中層に塩基の集積が多 く、鴇色土壌では表層の P H 6・6 、中層の P H

6 ．3 4で、いずれも塩基の飽和度の高いことがうかがわれる。

こうした環境のなかで、植物はマグネシウムを選択吸収 していると考えられるが、 カルシウムは、菓面か

らの水分の蒸散皇が多 く蒸散吸収されているため、か レシウム濃度の高い植物が多いと考えられる。

海岸の広葉樹林土壌に石灰が豊富であるのはこうした植生による栄養富化の影掛こよるものと推察される。

カリ、か レシウム、マグネシウムの当量合計の多い植物から示せば、マサキ（175 m e ）・ アコウ ●トベ

ラ・ クチナシ・ ヒメユズ リハ・ サ ンゴジ ュ・ シロバイ・ ハイ ノキ・ モ ツコク（ 13 8 m e ）であ った 0

また、蛇紋岩地域にも自生 し、広い地域lこ分布するネズ ミモチは、蛇紋岩地域に浸入しないヒサカキに比

較して図－5 のどとしカリ濃度が高い植物であった。

m 弓／ 1 0 0 9

K 王 0

ヨ

1 0

ヒサ カ キ

森ケ内 ○森 ケ内 ●岬AO

興●●岬A
津

1 0 2 0 3 0

M g O
4 0 m e ／ 100 9

m γ 1∝）9

4 0

K 王0

2 0

1 0

（ 横田志朗、岩川雄幸）

ネズ ミモ チ

苦一萎蓋
内

●岬A

森号内 ●岬B

1 0 2 0

図一 5 林内 債物種 とK 、M g の当量比
●海岸林 ○ 内陸林

M gO 30 胡爬／1恥
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堆積有機物と地力に関する研究

ヒノキ林では一般に地表面を被覆する堆横有挽物が少ない。これは、うつ閉が密になると林床植生が少な

くな り、また落葉が容易Iこ細片化するため、降雨によって落葉が移動 し易いためと考えられている。

本年度 よりヒノキ林内 における落葉移動l を明らかにするため、固定試験地を設けて諷査をはじめた。

禍査地は窪川営林署管内森ケ内山国有林の56年生 ヒノキ林である。落葉の移動量を測定するため斜面の傾斜

方向に長さ10爪、幅 1れの枠を設け、周囲をサランネ ットで囲い、斜面の下方に移動流出してくる落葉を受

ける掃集籍を収り付けた。このような落葉移動測定を農斜面と急斜面の2 か所に2 個ずつ設置 し、そのうち

1 個は林床植生を刈り払い、他の 1 個は林床植生をそのまま残した。また両斜面にそれぞれ落葉圭を測定す

るため、 1 爪×1 れの リタートラップを5 個ずつ設置 した。測定は秋季落葉前の10月から開始 し毎月 1 回の

測定を実施 している。本年度 6 回の測定を行 ったが、その結果を図－ 6 および図－ 7 に示す。

（ 井上輝一郎、岩川雄幸）

タ
「

m「

叫

a
 
a
一
山

4（氾

ヽ

ヽ■

ヽ

ヽ

一一一

＿一 」 l

1 0 1 1 12 1 2 3

図－ 6 青 井 l

O － －○急斜面、△－……－△捷斜面

1

－

－

t

t

－

－

ヰ

h
〓
■

タ

∝l

1 0

上←－－－－も

－－－▲■＿－

4 月1 0 11 1 2

図－ 7 流 出 l

●－－－●急斜面林床植生あり、○－ ○急斜面林床板生なし、

▲【 ▲ 嬢斜 面林床植生あ り、△ …・・一＝△捷斜 面林床植生な し

結晶片岩地帯の地すべり発生機構に関する総合研究

この研究は、農林省、通産省、科学技術庁に所属する4 研究息開の共同研究である。地すべり地における

地形、地質（風化変質）、地下水、土壌、植生等について総合的な調査を行い、すべり面の性状、生成挽構

と動態，地下水の影書な どを解明 し、地すべり発生後構を明らかに して、結晶片岩地帯における地すべり

の予知な らびに防止対策に寄与しようとするものである。

徳島県三好郡木藤の地すべり地区に共同試験地を設定 し、各研究俊関によって多面的な詭査研究が進めら

れてい る。
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当研究室では、土壌学的研究の一部として地すべり活動地の背後林地における土壌の堆積様式、地表変動、

土層移動についての調査研究を分担 している。地表変動ならびに土層移動については、197 6年 3 月より1977

年11月までの間に計 6 別の観測を行った。観測期間中の地表変動はさほど大きい値は謎められなかった。最

終観測時における試験区内の地表変動土を義一10Iこ示 した。また土層移動については、地すべ り活動地に接

義一10 各処理区における地表変化の両横比 （％）

するスギ林地で、斜面下部の地すべ り運動に影書された表層滑落的な土層の移動を示唆する観測値が得られ

た。なお本研究は本年度で終了する。

（ 井上輝一郎、岩川雄幸）

保諌 研 究 室 の 研 究 概 要

保護研究室の研究項 目は大別 して林野および酋畑に発生する病虫封書の研究と野生鳥獣保護の研究にわか

れる。前者はさらに南害、虫害および封書に関する研究にわかれる。

昭和52（1977）年度、病害に関する研究のうち「暖地における林木病原休の生理・生態」においてはスギ

赤枯病菌の土壌中における消長調査、マツノザイセンチュウとニセマツノザイセンチュウとの交配、ヒノキ

生立木腐朽菌の腐朽力調査およびそれ らの菌の林地土壌からの検出等を行った。「スギの主要病害に対する

抵抗性の早期検定法」においてほ、四国産スギの溝腐れ病罷病性クローンおよび抵抗性候補クローンIこ対する

病原菌の接種試験を行 った。「サクラ主要病害の防除対策」においては高知県を除 く四国 3 県下のサクラ病

害実態調査および天ぐ巣病にかかったサクーラの枝や菓の生育経過調査等を行 った。

虫害に隣する研究のうち「四国地方の虫害の基挺調査」I∈おいては、愛媛県久万地方の磨き丸太用スギに

発生する傷（虫害 と考えられる）の防除試験およびマツ枯損木内でのマツノマダラカミキ リの個休数の変動

とその要因に関する2・ 3 の調査を行 った。「ヤナセスギ丸太を食害する害虫の防除方法」の研究は問題の

重要性にかんがみ、昭和51（197 6）年度及び昭和52（1977）年度技術開発試験与して本場 との共同で行われ

たものである。ここでは有様燐剤の防除効果を調査 した。「松くい虫の天敵等利用Iこよる防除新技術の開発

促進調査」は本場、東北以西の各支場およびい くつかの県の共同試験として昭和52（197 7）年度から始めら

れたものである。当研究室もこの研究Iこ参加し、マツノマダラカミキリの密度推定法、密度調節要因の解析

等に関するい くつかの研究を行 った。「マツカレハの個生態」の研究Iこおいては、これまでにひきつづき室

内飼育によるふ化から羽化までの生育経過調査および蛍光誘が灯による野外発生消長調査を行 った○

獣書に関する研究のテーマは「野ねずみの生態圃査」である。この研究は指定研究 として過去4 か年行 っ

てきたが、昭和52（1977）年度で一応終了 した。今年度（1977）は従来にひきつづき四国の山地に生息する

ネズ ミ類の特性調査を行った。

野生鳥獣の保護に関する研究テーマは「野生鳥獣の保護増殖に係る休系的手法の開発に関する研究」であ

地 表 変 化 l
ス　　　　　　　　　　 車 ヒ　　　　 ノ　　　　 キ

枝粂放置区仙 枝粂放置土止め区但 枝粂除去区（C） 無処理区脚 土止め区匝）

侵食（＞10 恥） 1二1 3　 5 1 8 1 3 2 8

6 6侵食（9－OIわ 6 1

2 8

6　 5 6 9 7‾3

堆積（7－0 1わ 0 1 3 1 4 6
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る。昭和52（197 7）～53（1978）年度は問題を環境別食餌動植物等の現存圭の把捉にしぼった。当研究室で

は照美樹木 とくにタブノキ群落を対象として若干の調査を行った。

暖地における林木病原体の生理・ 生態

－スギ赤枯病菌の土壌中における消長－

スギ赤枯病菌が分生胞子 として、あるいはスギの枝や糞 と共Iこ土壌中に落ちた後、どのような経過で生存

し続けるか、または死滅するかについて知るために多数の分生胞子が形成されたスギの罷病菓を地下 5 α程

度の深さに埋め、 l 週間後回収 した。これらの罷商業を丁寧に水洗 した後、25℃、相対湿度 100％の空間に

はば 1週間置き、この期間における分生胞子の形成の有無を調査 した。比較のため、土壌 中に堆めず、相対

湿度 を 100 ％に保った室内に置いた席病糞を供試 した。 これ らの葉の処置は水洗以降上記と同様である。

結果は、地下Iこ1週間埋めたスギ赤枯南岸病葉には分生胞子は形成されなかった（表－11参殿）。ただし、

表－11 土壌中lこ1 週間埋めたスギ赤枯病罷病菓の子実休
形成能力

暮十 ： 形成されたもの
．形成されなかったもの

？： 不明の もの

実験時期（1977年 9 月）の地下 5 c山臣度の温度が35℃以上にな ったこともあ‾るので供試薬が高温度の影響を

受けた可能性 もある○ （寺下隆喜代）

p マツノザ イセ ンチュウとニセマツノザ イセ ンチュウとの交配一

過去3 年間、この研究を行 ってきた○しか し、当支場の研究結果と異なる結果が他の支場か ら報告（未公

表）されたので、さらに検証するため、実験材料を変えてふたたび同様な研究を行 った。

方法としては、マツノザイセンチュウおよぴニセマツノザイセンチュウの幼虫を個休飼育し、成熟後雌雄

各5匹ずつを1枚のベトリ皿中のJ 加叫 ‘∫ 血‘仰 の菌糸層に入れ、1週間および2週間後、皿中の

線虫の総数、雌雄数、幼虫数、雌の尾端の形なとを調べた。実験に使ったマツノザイセンチュウは1977年 7

月高知県下で羽化したマツノマダラカミキリか ら分離、増殖させたものである。ニセマツノザイセンチュウ

は過去の実掛こ用いた東北地方産（林試東北支場から分義）のものである0 以上の方法は過去3年間の場合

と同 じである。

■■≡三二三≡≡≡二±三≡≡≡＝二≡＝＝＝＝二三二＿二：＝＝＝＝＝＝≡三≡≡≡≡＝＝二て：＝±≡■：一■‾‾

供 試 権 柄 菓

土壌中に埋めたもの

子 ■実 休 の 種 類
恥 1．－ 5 の供試葉の子実体形成状態　 暮

Ib　 l 恥　 2 恥　 3 恥　 4 血　 5

分 生 胞 子 柄 十 ＋・

分 ’‾二生　 野 子 ‾

分 生 胞 子 柄 ＋ ＋

分＿　 生　 胞　 子

分 生 胞 子 柄 十 ＋ ？ ＋

分　 生　 胞　 子

土壌中に埋めなかっ

たもの

分 垂 胞 子 柄 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

分　 生　 胞　 子 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

分▲生一胞 手 柄‾∴ 十 ＋ ＋ ＋　 ‾‾ ＋

分 ▼生　 胞　 子 ＋ ＋ ＋ ＋＿ ＋
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結果は、今までの当研究室での実験とほぼ同 じ結果がえられた0 すなわち、マツノザイセンチュウを母親

とし、ニセマツノザイセンチュウを父親とした場合‘こは若干の子供が生れた○ しか し、反対の組み合せの場

合Iこはほとんど子供が生れなかった（義一12参席）

（ 寺下隆喜代）

表－12 マツノザイセンチュウとニセマツノザイセンチュウとの交配

一■

マツ型 ：

ニセ型 ：

不明製 ：

マツノザイセンチュウの雌の尾端 と同様
ニセマツノザイセンチュウの雌の尾端 と同様
以上 2 型のいずれとも判定できなかったもの

－ヒノキ生立木腐朽菌の腐朽力桐査およぴ

それ らの菌の土壌からの分樅－

過去 2 年間の調査によってキンイロアナタケおよびコウヤクタケ科に属する 1種の担子菌が ヒノキ生立木

に対 してそれぞれ根株腐れおよび斡腐れをおこすことがわかった。これらの菌の ヒノキ材片に対する腐朽力

の強さを知 り、また、これ らの菌が腐朽発生林地の土壌中から検出されるか否かを知る目的でこの実験を行

った 。

方法としては、腐朽力説査の場合Iこは上記の 2 菌を三角フラスコ申のジャガイモ煎汁寒天に繁殖させ、そ

の上に2 ×2 ×2 c初のヒノキ材片（殺菌済）を入れ25℃に置いた。3 、6 および12か月後それ らの材の重量

減少程度 を調べた。林地土壌からの分離にあたっては、根株腐れをおこしたヒノキの切株のまわりに長さ50

0 0 、直径 5 伽程度のヒノキの生枝を杭 として合計20本を打ちこみ、 6 か月後それ らの杭の各所か ら糸状菌の

交 配 後 の

禍 ′査 時 期

l 週 間 後

組　 合　 せ
交 配 し た

可 能 性

検 出 さ れ た 線 虫 数 雌 の 尾 端 の 形 －

総 数 幼 虫 堆 雌 マ ツ塑 ニ セ塑 不 明型

1マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ ＋ 2 6 4 1 4 8 3 4
ウの 雌 ＋ 2 4 7 6 1 1 5 6 0

× ＋ 1 4 0 5 9 1 7 1

ニ セ マ ツ ノザ イ セ ン ＋ 3 0 5 9 1 6 4 1 0 2

チ ュ ウの 雄 ＋ 4 2 8 1 3 2 1 4 1 6 1

マ ツ ノザ イ セ ンチ ュ 5 0 1 4 0 4 0
ウの 堆 3 0 l 2 0 2 0

×

ニ セ マ ツ ノザ イ セ ン
4 －　 0 3 1 0 1 0

5 0 3 2 0 2 0
チ ュ ウの雌 ＋ 7 1 3 3 0 3 0

1

2 週 間 後

マ ツ ノ ザ イ セ ンチ ュ 8 0 5 3 1 1
ウの 雌 ＋ 2 4 0 4 2 0 5 1 4 1

× ＋ ？ 8 8 0 0 0 0 0
ニ セ マ ツ ノザ イ セ ン ＋ 6 2 4 2 5 3 3 3 2 8 2
チ ュ ウの 堆 ＋ ？ 5 ∴ ＿　 2 1 ・－一声 0 2 0

マツノザイセンチュウの 堆

×
小

2 0 0 2 0 2 0
高齢 ツノザイセ ンチエウ ‾l 0 0 1 0 1 0
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分離を行 った。

結果は、腐朽力調査において、キンイロアナタケは12か月後ほぼ12％の、コウヤクタケ科に属する 1種の
ヽ

菌はほぼ6 ％の重生滅少をおこした（表－13参願）

義一13 キンイロアナタケおよびコウヤクタケ科に属する1 種の菌の

ヒノキに対する腐朽力

林地土壌からの分鮭実験Iこおいて、2 か所の供試切株のまわりから合計1p本の杭を回収し糸状菌のひろが

りを調べた。そのうちの 1本からキンイロアナタケらしい菌がのびていた。肉眼的には観察されなかったが、

別の 3 本の杭からキ ンイロアナタケらしい菌（1 例）および前記 したコウヤクタケ科の 1 種の菌に似た菌（2

例）が分鼓 された。

（ 寺下隆喜代）

スギ主要病害に対する抵抗性の早期検定法

一四国産スギの兼腐れ病程病性クローンおよび

抵抗性候補クローンに対する病原菌の接種拭敬一

陳野元四国支場保護研究室長が選抜 したスギ溝腐れ病曜病性の8 クローンおよび同病抵抗性侯柿の4 クロ

ーンに対 し、同氏の考案 した方法によって得られたスギ赤枯病菌（溝腐れをおこす）の分生胞子を接種 し、

クローンによる軽病程度を知る目的でこの実験を行 った。

方法としては構内に植栽した上記12クローン（はば 7年生、樹高 2・5 － 7・5 爪、胸高直径 2・5 ～ 10・O c札）

の地上高2－3 爪Iこある枝のシュートに197咋 7 月上旬病原菌の分生胞子を接種し、ほぼ6か月後接種結果

を調査 した。

結果は、明 りょうな病斑の形成 されたものは3 クローンで、それらはすべて在荷性 クローンであった。病

斑形成のまった く認められなかったものは3 クローンで、そのうちの 2 クローンは抵抗性候補クトーンであ

った。羅病性 クローンで頼政の認められなかった例 もあったが、今回の病斑形成の程度と昭和51（1976）年

度に調査 した溝腐れ発生状態とははど正の対応を示 した（表－14参照）0

（ 寺下降喜代）

供　 試　 腐　 朽　 菌

供 試 ヒ ノ キ 材 片 の 重 圭 減 少 率 （％ ）

3　 か　 月　 後 6　 か　 月　 後 12　 か　 月　 後

キ　 ン イ　 ロ　 ア ナ　 タケ 2．1 － 4 ．5 （3 ．2 ） 4 ．7 ～ 10．0 （7．3 ） 8 ．9 － 14．1（11．5 ）

コ ウヤ ク タ ケ 科 の 1 番 l．0 － 2．5 （1．6 ） 1．5 ～　 6．5 （3．7 ） 4．2 －　 8．8 （ 6．3 ）
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義一14 四国産
I こ対す

十

クロ ー ン 名

K 4 5 S lO O l

〝1 0 0 2

〝1 1 0 3

★

スギの清腐れ病罷病性クローンおよび抵抗性侯樽クローン
る同病病原菌の接種

分生 胞 子 接 種 に よ る 病 長 の 形 成 状 態 －

ー2 1 －

＋： 病政の明らかに認められたもの
－： 稀克の認められなかったもの

±： 病熟 ま形成されていたが、それらが接種‘こよってできたか否かはっきりしなかったもの

サクラ主要病害の防除対策

一事川県、徳島県および愛嬢県における肩書実態桐圭一

病害防除のためIこは最初に実態を明らかにする必要がある。このような目的で調査を始めることとし、

1 97 6年度には高知県下のサクラ病害実態調査を行ったが実態詭査はなるべく短期間に行 った方がよいと考え

られるので、昭和52（1977）年度lこは、四国の蔑 り3 県の調査を行った。

方法としては、調査した県内のサクラの名所で、植栽本数が 100本以上あるところを主な対象地 として見

取り調査を行 った。

結果は、ほとんどの謁査地のソメイヨシノIこ．は天ぐ巣南が発生 していた。その発生率は香川県下の場合（10

か所）、 0．6 ～ 4 8 （平均 16．8 ）％、徳島県下の場合（12か所）、 3．6 ～86．8 （42．7 ）％、愛媛県下の

場合（16か所）、 1．3 － 100（ 42．6 ）％であった。

腐朽蔚の主な ものはクスバタケ、カワラタケ、カワウソタケ、チャアナタケ、チ ャカイガラタケ、ヒイロ

タケ等であ った。

また、数か所で黒色こうやく病あるいは褐色こうやく病がみられた（表－15参府）。

（ 寺下隆喜代）

±

溝　 腐　 れ
ク　 ロ　 ー　 ン 名

蕉　 腐　 れ
ク　 ロ　 ー　 ＿ン 名

溝　 腐　 れ
発 生 状 態 発 生 状 態 発 生 状 唐

中書 ： l
重 苦 ； 1 T 4 5 S llO l 軽嘗 ： 1 T 45 S 110 2 軽 害 ： 1

軽 害 ： 1 〝　　 110 3 中 書 ： 1 〝　 R l lO 2 軽 書 ： 2

重 苦 ： 2

・枯 死 ： 1
〝 1 104

〝 1 105

〝 R l lO l

K 4 5 R lOO 3

軽 書 ： 2
中 書 ： l

軽 害 ： 1
中書 ： l

軽 害 ： 1

軽 音 ： 1
中音 ： 1

〝　　 1 10 3 枯 死 ： l
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表－15 香川、徳島および愛媛県下のサクラ病害実態調査結果

調　　 査　　 場　　 所 禍 査

本 数

天 ぐ巣
病 の 発
生 率 草

主 な腐 朽 蔚 お よ び他 の 病 害
名　　　　　 称 海 抜 高

（れ）
海 岸か ら

の 距離 b
香 川 県 観 音 寺 市 琴 弾 公 園

” 多 度 津 市 桃 陵 〝

〝 丸 l 市 丸 亀 城 〝

20 0．1 19 1 13．6 ウ スバ タ ケ、 カ ワ ラ タケ 、 ヒイ ロ タケ

40 ・－80 1 18 q ＿－ 2 5．0 クスバ タ ケ、 ウ ス ペニ ウ ロ コ タケ ？

10⊥ 60 ′・1 2 10 8．1 ク スバ タ ケ、ヒイ ロ タ ケ、ウス ペ ニ ウ ロ コタケ ？

〝　　 高 松 市 栗 林 〝 5 2．5 2PO ■ 5．5 ク スバ タケ 、カ ワ ウ ソ タケ 、ヒ イ ロ タケ

” ‘長 尾 町 亀 鶴 〝 50 8 」 80 3 0 ．0 ウ‾スバ タケ 、 槻 色 こ うや く病

〝　　 詫 間 町紫雲 出山公 200 づ50 1 150 4 8 ．0 クス バ タケ 、 チ ャカイ ガ ラタ ケ

〝 高 瀬 町 帯 締 神 社

〝 坂 出 市 府 中 町 塀 山

〝 宇 多 津 町 常 盤 公 園

＿j O＿ 由 2 00 10．5 クスバ タケ、ヒイロタケ、カワラタケ、チ ャカイガラタケ

40 －200 】．き ～ 6 160 0．6 クスノヾ タ ケ

100 一 0．■5 20 0 10．0 クスノヾ タ ケ　　 ．

”　　 琴 平 町 金 比 羅 宮 星型 12 2 1■0 2 2．9 クス′ヾ タ ケ、 カ ワラタケ、粘 色 こ うや く病

徳 島 県 徳 島 市 眉 山 公 園

〝 撫 養 町妙 見 山 〝

〝 阿 南市幹 蜂 自動車 道

200 ゼ70 3 55 0 6 5．4
クスバ タ ケ、 カ ワ ラタ ケ、 チ ャカイ ガ ラ タケ 、
黒 色 こ うや く病 、鴇 色 こ うや く病

6 0 1 15 0 3 5．3 カ ワ ラ‾タ ケ、 こぶ 帝 ？

些 一声 2．5 28 2 3 ．6 ほ とん どな し

ク スバ タケ 、 カ ワ ラ タケ 、黒 色 こ うや く病〝　　 勝 浦 町 鶴 林 寺 幻 － 13 2 9 5 5 1．5

〝　　 鷲 敷 町 八 幡 神 社 」 旦 1 1 由 8 6 旦 幹 ぐされ をお こ して い る が子 実 体 な し

〝　　 相 生 町 川 口ダ ム畔 100 10 2 8 1 4 9 ．5 チ ャカイ ガ ラ タケ 、 栴色 こ うや く病

〝　　 日 和 佐 町 薬 王 寺 20 l 120 6 7 ．5 カ ワ＿ウ‾ソ タケ 、チ げ ナ タケ、鴇 色 こ うや く病

〝　 海 部 町 明 現 山

〝　 宍 喰 町 井 天 山

40 ■．一ユ▲旦 ＿5 2 23 6 1．0 カ ワ＿如 イ‘ガ ラタ ケ、 褐 色 こ うや く帝

6 0 旦」 畠2 1 i8 ．1 クス バ タケ、 カ ワ ウソ タ ケ、軸 色 こ うや く梼

・〝＿＿＿卿 確 揚

〝　 鴨 島町 吉野 川遊 園

40 旦 Ⅳ．一 J 15 15．7 ウスバ タケ、 カ ワ ラ タケ 、 カ ワ ウ ソ タケ

3 0 2 5 10 0 11．0 ウスバ タ ケ、 カ ワ ラ タケ 、 カ ワ ウ ソ タケ 、
視 色 こ うや く病

〝　　 池 田 町 敢 訪 公 園 100 18 15 0 i犯 7 木 詳 （未 錮 査 ）

愛 媛 県 城 辺 町 不 老 池 ＿公 園 40 2 13 5 5 1．9 ほ とん どな し

〝　 宇 和 島 市 愛 宕 ん 20 ⊥60

20・－40

0 ．5 i7 5 7 8．9 〝

〝　 宇 和 町 稲 荷 山 ”

〝　 肱 川 町 鹿 野 川 湖 畔

5 63 8 7．3 〝
‾1α） 25 170 5 4．1 〝

〝　　 五 十 崎 町 鉱 山 ■跡 些 －1 ＿！7 ⊥j l 6 1．ケ 幹 腐 れ をお こ して い る が 、子 実 休 な し

〝　　 長 浜 町 沖 浦 観 音 旦む 0．2 122 50 ．8 ほ とん どな し

〝　　 双海 町八 景 山 公 園 2 70 0・声 8 4 7 ．1 〝

〝　　 伊 予 市大 谷 池 〝 1（氾 4 」0 0 甲 ・0 ウスバ タケ 、 カ ワ ラタ ケ、 チ ャカ イ ガ ラ タケ

〝　　 松 山 市 道 後 公 園 40 ・－60 7．5 25 0 2．4
ウスバ タケ 、 カ ワ ラタ ケ、 カ ワ ウ ソ タ ケ、
チ ャア ナ タケ、 ス エ ヒロ タ ケ

”　 玉 川 町 鈍 川 温 泉 160 j O 110 3 3．6 ウスバ タ ケ、 カ ワ ラタ ケ

〝　　 今 治 市 吹 揚 公 園 ．。－10 －0．5 －10 0 3．0 ウスバ タ ケ、 ヒイ ロタ ケ、．クスペ ニ ウ ロコタケ ？

〝　　 新 居浜市 滝 の宮 〝 10 3 15 0 1．3
カ ワ ウ ソタ ケ、 カ ワ ラタ ケ、 ウス ペ ニ ウ ロ コ タ
ケ ？ チ ャア ナ タ ケ

〝　　 〝　　 ＿立川 桜 千 100 ⊥ ＿l 旦 5 3 0 10 0．0 カ ワ ラタ ケ

〝　　 伊 予三 島市 金砂湖 ま氾 5 15 0 9 3．3
ウスバ タ ケ、 カ ワ ウ ソ タケ 、 カ ワ ラ タケ 、
鈍 色 こ うや く病

〝　　 川 之 江 市 城 山 公 園 6 0 0．1 20 0 4．0
ウ ス＿＿′ヾ タ ケ、 カ ワ ウ ソ タケ 、 ス エ ヒ ロ ダケ 、
チ ャア ナ タ ケ、 ヒ イ ロ タケ

〝　　 小 田 町 真 弓 峠 ∝氾 ・－
20 100 8 2．0 クスバ タ ケ、 カ ワ ラ タケ 、 ヒメ シ ロア ミタケ 、

7∝） ウ ラペ ニ ウ ロ コ タ ケ ？
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－一定地点におけるサ クラ天 ぐ巣病の定期的病態桐圭 一

四国内Iこおいてはサクラ天ぐ巣南がどのような発病経過を示すかということを知るためにこの実験を行 っ

った 。

方法としては、高知県香美郡土佐山田町繋藤小学校裏山の天ぐ巣南Iこかかったソメイヨシノを実験対象と

した。それ らのうち12本を供試木とし、各供試木にある健全な枝および病気にかか った枝をそれぞれ 1本ず

つマークし、葉がひらく前か ら完全に開 くまでの間、生長状態、病気のあらわれ方等を調査 し、次のような

蕗結果が謎められた。

1 ） 天ぐ巣掛 こかかった枝では、斐ほ健全な技の場合よりも早く開いた。そして、菓が開き始めた時か

らすでに病斑が認め られた。

2 ） 病気にかか った菓は莫が開いてからはば 1 か月程度で落葉 し、新 しい糞が開き始めた。

3 ） 最初に開いた病葉上にほ 了砂丘r山〃 抑iβ∫舶ri 菌は認められず、 肋 〝仙〃 Sp．が割合多く謎め

られ た。

（ 寺下隆喜代）

一枚事枝の切り取りによるサクラ天ぐ業病防除－

サクラ天 ぐ巣南にかかった枝を切 り取ることが、この病気の防除にどの程度有効かということを知るため、

この研究を行った。

方法としては、前述のソメイヨシノの被害木を別に20本えらび出し、1977年3 月すべての天ぐ巣南被害枝

を切り取った。 1 年後の1978年 3 月、これらの被害木を調査 し、天ぐ巣南にかかった枝の有無を調査 した。

結果は、 1か年後では20本中2 本 lこ天ぐ巣南が再発 していた。病気にかか っていた枝はいずれ も切口の直

径が 3 伽以上ある大技で、切口の下か ら新 しい天 ぐ巣南枝が伸びていた。小さい天 ぐ巣南被害技を切り取っ

た枝には再発は謎め られなか った（表－16参照）。 （寺下隆喜代）

義一16 サクラ天ぐ巣病帝枝切除後 1年 目の状態

調 査 木 恥

1

天 ぐ 巣 南
罷 南 軍 度

切 除 前 の 天 ＿ぐ 巣 の ＿数 切 除 後 1 年 目

の 天 ぐ巣 の 数
備　　 考

大 中 小 計

軽　 害 1 1 2 4 0

切 口直 径 3 c九

切 口 直径 3 c九

－2 重　 〝 6 4 1 0 2 ：0 ‾0

3 中 〝

〝 〝
軽 ”

〝 〝
重 〝

2 4 5 1 1 0

4 1 ‾　 4 3 8 0
5 0 1 1 2 ＿ 0
6 0 2 3 ち 0

7 7 2 3 1 2 0
8 中 〝

〝 〝
軽 〝

1 0 0 l l

9 3 1 8 1 2 0
10 0 1 0 1 0
11 中　 〝 2 0 0　 － 2 0
12 軽　 〝 0 1 1 2 0
13 中　 〝 2 二　 6 ＿5 1 3 0
14 軽　 〝 0 1 三 0 1 0
15 申　 〝 4 4 0 8 0

16 軽　 〝 2 1 1 4 0
17 重　 〝 8 8 8 2 4 1

18 中　 〝 3 1 1 5 0
19 〝　　　　 〝 2 4 3 9 0

2 0 軽 ．〝 1 1 1 3 0
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四国 地 方 の 虫 害 の 基 礎 調 査

四国地方に発生する虫害について、防除に必要な基礎的調査を行うため昭和51（1976）年度か ら実施 して

いる。

1 ． スギみがき丸太の併の原因と対策

今までの調査で、セミ類の吸汁によることがほぼ確実になったので、色相による吸汁防止のための試験

を行 った。方法としては、当て木を着色（7 色） し過去に被害の多かった林で、4 本の供試木を選び各立木

に2 色の当て木を巻き付けた。来年度（1g78）の秋 どろ供試木を代倒し傷の発生状況等を調査する予定。

2 ． マ ツノマダラカミキリの個体数の変動と要因

1 ）須崎市浦の内と林試構内実験林の1976年の枯親木について、昨年に引き掛 、て越冬後、輔～成虫脱

出中、成虫脱出後に剥皮割材を行い生存虫、死亡虫、死亡要因などを調査 した。

2 ）室戸市吉良川の幼齢林分 く16－17年）か ら1977年の枯狙木を11本採取、一部産卵かみ跡を調査後野

外の網室で飼育中

3 ）野外の細室で、長 さ0．5 仇のクロマツのえさ木を用いて樹皮の厚さと無卵かみ跡率の関係を調査 し

た。結果、無卵かみ跡率は特に樹史の厚さは 1．1 cれ以下の場合lこは関係なさそうである。

4 ）構内実験棟で、1977年のクロマツ枯翁木を材料に して幼虫が材に穿入するどろまでの死亡について

粥査 した。結果、卵期の死亡 としてはヒメアリによる捕食が卵の密度に関係な く起っていた。幼中期の

死亡の主なものは板食空間の破壊、共食いなどえさ場をめぐっての鹿争による死亡で、この死亡ほ時間

の軽過とともに密度に依存 した過程によって起っている。そのはか、卵の捕食に関連 してクロマツ樹幹

上を昇降するアリ類の分布の状態の調査も行った。

5 ）今までの、枯損木内での個休数の変動と要6引こついて調査 した資料の取りまとめを行った。

（ 越智鬼志夫）

ヤナセスギ丸太を食害する害虫の防除方法

高知営林局の要望で、ヤナセ天然生スギ丸太を食害するオオゾウムシとキクイムシ類の防除方法を明らか

にするため、特別会計技術開発試験 として本場昆虫第二研究室と共同で試験を行っている。

今年度（1977）は、魚梁瀬貯木場で1976年 7 月～1977年 1月に伐採 した丸太を用いて、M E P とM P P の

1 ．5 、 1．0 、0．5 ％乳剤をポ当たり60払c散布 して薬剤による産卵、穿入防止効果を調査した。これらの資

料については、今までIこ行 った資料と併せ取 りまとめ中である。

（ 越智鬼志夫・ 五十嵐 豊）

松くい虫の天敵等利用による

防除新技術の開発促進調査

松くい虫の合成殺虫剤によらない天敵寄生物的方法を利用 した選択的防除法を確立するため、今年度（19

7 7）から10県の林業試験指導扱閑と本支場の共同研究として開始 した項 目で、当支場としては主に害虫密度

の推定法と密度調節要因の解析を分担する。今年度（197 7）マツノマダラカ ミキリについて行った事項は次
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のとお りである。

1・ 韓島県林業軽合技術センターとの共同桐査

成虫脱出後、同所が実施 している害虫密度の時期別変化の調査 と天敵微生物の検索について共同諏査を行

った。

2・ 枯浪林分から脱出する成虫の密度推定に関与する 2 、 3 の要因の解析

1 97 2年 どろから、主 Iこ高知県下の幼齢枯損林分から採取 し、た枯挽木内での、個休数の変動と要因の調査に

用いた資料で解析を行った。結果の概要は次のとおりである。

1 ）幹の表面棲

胸高直径（D 、α）と幹の表面積（ S 、戎）の間にはS ＝0・23 9 D － 0．73 5（r ＝ 0．93 ）、胸高直径

（ D 、甜）×樹高（臥 仇）との間にはS ＝0・123 ＋0・0 19D H （ r ＝0．99）の関係が認められた。

2 ）脱出成虫の密度の推定

木を伐倒せずIこ調査できる範臥 地上 1・0－ 1・5 れの0・1，ガ当たりの穿入孔数（樹受下の幼虫を含む）

の平均密度 Ⅹと脱 出成虫の密度 （Y 、幹の表面積 戒当た り）の関係はY ＝8．113 ＋ 4．370 Ⅹ（r

＝0・93 ）となり、地上 1・0 － 1・5 れの穿入孔数の調査（冬期）からでも、脱出成虫の密度を推定す る

ことができるのではないかと思われる。なお、今後老壮齢林分、被害のパ ターンおよび現地での適用な

どIこついて検討する必要があると思われる。

3 ）穿入孔数を調査する枯境木の本数

暮

－一億 の精度を得るための地上1・0 ～1．5 れの穿入孔数を調査する枯損木の本数を、れ一肌関係に基づ
★書

く分布解析法を応用 した単純任意抽出法（巌・ 久野・ 1968）により求めると、れ－れ関係は仇＝0．939

＋0・844れ（／＝0・78 ）となった○この式から必要度本数を求めると、目標精度をD ＝Sオ 克とした

場合（S了は標準誤差）は 16・9 、D ＝0・2 とすると20．5 とな り、穿入孔数を調査するには20本ぐらい

の枯泉木が必要であるといえる。

3 ． 密度桐帝異国の解析

四国地方の虫害の基腱調査の2 の 5 ）で行 った。

（ 越智鬼志夫）

マツ カ レ ハ の 個 生 態

1 ． 室内飼育による調査

四国地方におけるマツカレハの生態を明らかにする目的で、主として常温飼育室内で個体飼育を行ってい

る。本年は昨年lこ引きつづき態島産のものについて調査 した。

（ 1） 徳島産 F き（ 7 月上、中旬ふ化）の越冬後の経過

結果を表－17Iこ示 した。ふ化日が7 月上、中旬と異なっていたが、越冬後は卵塊による差がなか ったので

W つにして とりまとめた。個体飼育した13卵塊 260東の内、越冬まで生存 した個体は24 8頭で、 5 齢 2 頭、

6 齢 12 7東、 7 齢 I 14頭、 8 齢 5 頑と多 くは6 、 7 齢で越冬 した。越冬中5 齢の 2 頚および6 、 7 齢で少数

死亡 した0 越冬後羽化まで経過 した個体は6 齢越冬 119頭、 7 齢越冬 103 頭、 8 齢越冬 5 頭であった。6 齢

越冬 したものは2 － 3 回の脱受で宮繭 したが、多 くは（92％） 3 回脱皮の9 齢宮前であった。7 齢越冬した

ものは 1 － 3 回の脱皮で宮前 したが、多 くは（82劣） 2 回脱皮の9 齢宮繭であった。なお 1 回脱皮は 1頭（ 1

％）だけであった。8 齢越冬した5 頭のうち1 顧は、越冬時の休重が 1 タを越す大型個体であったが、これ
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は脱皮することなく5月下旬営繭、6月中旬羽化した○他の4頭は2 回脱皮後1臓 で営繭した。常軌 羽化

期は越冬齢、宮繭掛こよる差はみられず、それぞれ、5 月下旬－6 月中旬、6月下旬～7月上旬であった0

この結果を昨年の F ，の経過と比較 してみると、摂食開始日が本年は3 月上、中旬 と昨年より10 日～20 日ほ

どお くれており、それにともない 1 回目の脱皮もお くれたが、齢が進むにしたがい差はみられなくな り、羽

化期ははとんど同時期であった。以上、 2 年間の飼育結果から徳島産のマツカレハは、ほとんどが6 齢越冬

9 齢営繭およぴ7 齢越冬 9 齢嘗繭、年 1回6 月下旬～ 7 月上旬羽化の経過をたどるものであった。

（ 2） 高知産×徳島産（7 月中旬ふ化）の越冬後の経過

徳島♀×高知 谷（A ） 2 卵塊、高知♀×徳島杏（B ） 1 卵塊、それぞれ20頭づつ個休飼育 した（A の 1

卵塊か・ら1頭年内羽化）うち越冬した個触も A が19頭（6 齢15頭、7齢4 頭）と16頑（6 齢16頭）、B

が16頑（5 齢 2 朗、6 齢 12頭、7 齢 2 頭）であったが、羽化まで経過 したものはA が2 卵塊で12頭、B が11

頭であった。A の越冬後の経過は、6齢越冬（1臓 ）が3 回脱受の9齢営軋 7齢越冬の2 頭は9 齢と10齢

で営繭した。B では5齢（2顧）、6 齢（8頭）、7齢（1鎖）越冬がそれぞれ3回脱皮の、8 、9、1鵬
●

で営繭した。羽化期は卵塊、齢数に差がみられず 7 月上、中旬であった0 これらの経過は、徳島産の経過よ

り高知轟の経過に近いものであった。

2 ． 蛍光誘が灯による野外の発生消長調査

本年の結果は初飛来が5 月 8 日、最終飛来が10月 7 日で総数♀5 、谷91頭であった0 昨年と同じように本

年の飛来数も少なかったが、飛来軽過は5 月下旬、7 月下旬、9 月下旬の 3 回 ピークがみられ、これは例年

と同 じであ った。

（ 五十嵐 豊）

義一17 越 冬 後 の 経 過

産 地

徳

島

（F 一）

フ 化 日 越 冬 齢 串 繭 ♀　 谷

「

頭 数
摂 ■＿食

開 始 日

越 冬 後 ？ 経 過 －（齢 ）
営 繭 日 羽 化 日

6 ．2 7

6 7 8 9 1 0

7 ．3

‡

6 8
♀ 2 2 ．2 8 4 ．2 5 ．2 6 ．6

杏 8 3 ．1 0 4 ．6 4 ．3 0 6 ．3 6 ．2 6

7 ．2

9

♀ 6 0 3 ．9 4 ．1 4 ．18 5 ．1 2 6 ．1 1

1 6 ・二杏
＿4 9 3 ．白 3 ．3 1 ヰ．1 7 5 ．10 6 ．7 6 ．2 9

7
‾‾8 杏 1 3 ．8 4 ．2 1 6 こ月

6 ．9

7 ．2

9
♀ 3 5 3 ．1 0 4 ．7 5 ．7 6 ．3 0

＄ 4 9 3 ．1 0 4 ．8 5 ．‾6 6 ．7 6 ・担 ＿＿＿＿

1 0
♀ 1 1 3 ．9 4 ．2 4 ．2 4 5 ．1 2 6 ．1 1 7 ．1

杏 7 3 ．8 4 ．2 4 ．1 7 5．1 0 6 ．9 7 ．1

8 8 ♀ 1 2 ．岳8 5■．2 6 6 ．16

事0
♀ 3 3 ．2 4 ．3 5 ．2 6 ．4 6 ，2 6

谷

♀

1 3 ．10 4 ．9 5 ．1 0 6 ．8 6 ・3 旦＿ 、．

7 1 3 6 ‾

7

7 3 ．10 4 ．3 4 ．2 3 5 ．17 6 ．2 1 7 ．1 1

♀徳 島

×
～

9
古 3 3 ．9 4 ．2 4 ・2 し 5．14 6 ・1蔓 7 ．3

9 ♀ 11 3 ．1 4 4 ．2 3 5 ．‾1 5

6 ．2

6 ．13 7 ．4

＄高 知

♀高 知

16 1 0 谷 1 4 ．－2 1 5 ．1 7 7 ．1

7 ．1■1

7 ．2 1
5 8 ♀ 2 3 ．2 3 ．3 1 4 ．2 1 5 ．1 6 ■ 6 ．2 2

6 9

二重

♀ 4 3 ．9 4 ．1 4 ．2 0 5 ．1 4 福 1 9 ． 7．由

×

古徳 島

谷 4 3．1 0 4 ．2 4 ．16 5 ．8 6 ．・1 4 7 ．6

7　 ＿ 】♀ 1 3．8 4 ．1 4 ．2 6 前 1 6 ．2 1 7 ・虹 、＿▼．
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野ね ず み の 生 態 調 査

1 ． 四∈削こおける野ねずみの生態桐査

四国山地の造林木を加害する野ねずみの生態を知る目的で、毎月 1回 5 日間の捕獲詞査を行った。調査地

は四国のはば中央に位置する本山営林署瀬戸担当区管内標高約 1，00 0 仇と600 れの 2 か所で、捕獲はパチン

コ式捕そ器によった。捕獲した野 ねずみは外形を測定 した後すべて解剖 し、生殖状況を調査 した。

1 1）輪抵されたねずみの種類と月別揺獲数

表－18に種類別、捕獲数を示した。ねずみの種類は例年と同じく4種類であったが、食虫 目では例年 の3

種のはかコウベモグ ラが 1，00 0 仇地点で措獲された。捕獲数、種類 どとの捕獲率は1，00 0 れでは昨年とはば

同様であった。600 れ地点では、昨年はス ミスネズミの捕獲率が高かったが、本年は例年と同じく3 種の混

凄がみられた。

表－18 月 別 種 類 別 捕 獲 数

ヨ：：：：：：：：：：＝‾こ＝＝＝＝＝＝±：三丁

種　　　　　　 類

標 高
靭 査

面 構
調 査 月　 日

そ　　　 の　　 他 小

計スミス ヒ　 メ ア　 カ カ　 ヤ 小 計 トガリ
ヂ ネ
ズ ミ

ヒミズ モグラ 小 計

m
1，0 0 0

6 0 0

0．5 4 ・21・－25 19 0 0 0 19 0 0

＿0

0 0 19

0．5 5 ・15・－19 12 5 0 0 17 0 0 0 0 0 17

1．0 6 ・16・－20 2 1 7 1 0 29 5 0 0 0 5 34

0 ．5 7 ・16一－20 5 3 3 0 11 0 0 0 0 0 11

0 ．5 8 ・23・－：お 3 1 0 0 4 0 1 2 0 3 7

0 ．5 9 ・18 ・－22 27 5 0 0 32 0 1 2 0 3 35

0 ．5 10 ・23～ 27 35 6 0 0 4 1 0 0 1 0 1 42

1．0 11 ・20 ・｝24 65 5 2 ．1 73 0 0 2 0 2 75

0 ．5 12 ・1 1・－1 5 24 1 0 0 25 0 0 1 1 2 27

0 ．5 1 ・26 ・－30 25 2 0 0 27 0 0 0 0 0 2 7

1．0 2 ・19・－23 27 0 0 0 27 ‾0 0 0 0 0 2 7

1．0 3 ・19・－23 29 6 0

6

0 35 1 0 4 0 5 40

292 4 1 1 3 40 6 2 12 1 2 1 3 6 1

（85β）

1

（1乞 1）（1月 ）（03 （94 2 （28 β）（9．5 （57 ．1 （4 8 ）（5 ．8 ）

0．7 5 4 ・21γ 25 5 4 1 11 0 1 0 0 1 12

0．7 5 5 ・15・－19 4 4 0 － 0 8 0　 － 0 1 0 1 9

0．7 5 6 ・16一－20 0 0 2 0 2 0 0 0 0 ・ 0 2

0．7 5 7 ・16・－20 0 3 ． 2 0 5 0 0 1 0 1 6

0．7 5 8 ・23・－28 2 0 1 0 3 0 1 0 0 1 4

0．7 5 9 ・18 ・－22 0 2 0 0 2 0 －1 0 P　 － 1 3

0 ．7 5 10 ・23 ・－27 7 1 1 0 9 0 0 1 0 1 10

0 ．7 5 11 ・20 一－24 8 3 1 0 12 0 0 1 0 1 13

0 ．7 5 12 ・11・－15 4 0 0 0 4 ‾0 0 0 0 0 4

0 ．7 5 1 ・26 一－3 0 8 0 0 0 8 0 0 ＿0 0 0 8

0 ．7 5 2 ・19・－2 3 3 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 4

0 二7 5 3 ・19 ・－23 10 －3 4 2 19 0 0 ‾－ ．0 0 0 19

ヰ7 ■

（54．0

2 1

（24 ．1

15

（17．2

（鎚
87

（9 2β

0 3

（42 9

4

（57．D

0

1

7

（7A ）

94
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（ 2） ♀谷別捕盤率および齢構成

6 00 れ地点でのヒメネズ ミが、♀杏はば同数以外はすべて 谷が多かった。措獲された多 くは成体であった

が、 1，の0 れ地点でスミスネズ ミの♀に亜成体が比較的多かった。

は） 生殖時期

スミスネズ ミ：差潮の発情停止は例年どうりであったが、本年は 1，0∝）仇地点で 6 月から萎細個休が多 く

伍4％）なった。昨年は10月萎縮個体が多かったが本年度はそのようなことはなかった。

ヒメネズ ミ：1，00 0 れ地点で9 月、餌O m ．地点で3 月妊娠個体が捕獲された。発達個休がみられた月は、

1 ，∝氾仇では5 － 7 月が 谷幻％ ♀0 ％、 9 月 と3 月が ♀谷共 100 ％であとの月はすべて萎縮個体であった。

6 00 爪地点では、 3 、4 月と9 月以外は萎縮個休であった。

アカネズ ミ：1，000 仇では、7 月 谷1 頑が発達個休であったが個体数が少なくはっきりしない。600 仇で

は、6 月、11月が萎梅 個体 で他 は発達個休であったが、冬期の捕 獲はなか った。3 月妊娠個休が捕獲さ

れた。

（ 4） 可視胎児数

1 ，00 0 仇地点では、スミスネズ ミ2．4 頭、ヒメネズ ミ3．8 頭、 鰍）れ地点では、スミスネズ ミ2．6頭、ヒ

メネズミ3．0 頭、アカネズミ2．5 頭となっており、スミスネズミでは例年 と同じであったが、 ヒメネズミが

若干多い傾向がみられ た。

2 ． 標 高 別 訴 査

徳島県三好郡東祖谷山村で、祖谷川沿いに棲高900 仇か ら1，400 仇（剣山見越神社）にわたり標高約 100

れどとに詭重した。琴李は：1978年11月14日～ 18日にかけて行いその結果を義一19に示した○標高抑 仇セ

は、スミスネズ ミ、ヒメネズ ミ、アカネズミの3 種が、はば同じ割合で捕獲された。 1，100 仇では、スミス

ネズ ミ、ヒメネズ ミ・が、はば同数捕獲 された。それ以上の標高ではスミスネズ ミの捕獲が多くなった。アカ

ネズミは 900 れ以外では 1，3∝）れで、わずかに 1頭（ 3．1 ％）捕獲されただけであった。

表－19 捺高別種類別捕獲数

3 ． 発 生 消 長 調 査

四国山地の野ねずみの発生予察資料を得る目的で、高知営林局管内3 か所に固定試験地をもうけ年 3 固

（ 6 、11、 3月）パチンコ式捕そ器で捕獲し、調査 した。

結果を表－20に示 した。昨年に比較 して本山では変化がみ られない。松山では 3 月が減少 している。徳島で

は3月にスミスネズ ミが増加 している。ここは昨年 3 月 には 1頭 も捕獲されておらず、この増加は注 目され

る。生殖状況をみると、6 月は3 か所とも萎縮個休の方が多くなっており、本年は繁殖停止が早 くな ってい

るように思われる。11月ははとんどの個体が発達 して おり昨年のように異常はみられなかった。

（ 五十嵐 豊、寺下隆喜代）

ス ミス ネ ズ ミ

1，3 0 0 m9 0 0 m

16 一（3 8．8 ）

1，1 0 0 m 1，2 0 0 m 1，4 0 0 m

8　 （3 6．4 ） 16　 （7 6 ．2 ） 28　 （8 7．5 ） 13　 （8 1．3 ）

ヒ メ ネ ズ　 ミ 17　 （3 7．0 ） 9　 （4 0．や） 3　 （1 4 ．3 ） 3　　 （9 ．4 ） 1　 （6 ．3 ）

ア カ ネ ズ ミ 13　 （2 8 ．3 ） 0 0 1■　 （3 ．1） 0

ヒ　　 ミ　　 ズ 0 5　 （2 2．7 ） 2　　 （9 ．9 ） 0 2　 （1 2 ．5 ）

計

ワ ナ の 数

捕 獲 率

46

1 0 0

22 2 1 32 16

9 5 8 0 8 0 7 4

4 6．0 2 3．2 2 6 ．3 4 0．0 2 1．6
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野生鳥獣の保護増殖に係る体系的手法の開発に関する研究

一環境別食内勤植物等の現存l の把握 （凧葉樹林、

特にタブ ノ手群落における調査）一

昭和51（ 19花）年度までは天然席菓樹林、偉にタブノキ群落における鳥類のセンサス法に関する研究を行

つてきた。昭和52（ 19 77 ）年度からは同 じ場所 において、鳥類 に餌 として利用可能な動植物主がどの程度現

存するかということを推定する基礎として、対象群落内の植生鞠査および昆虫等幼虫の落下ふん真土諏査を

行った。

方法としては清水営林署管内足摺山国有林内 蹴 験面積約2馳d）の4 か所（図－8参府）に25×25れの方

形区を設定 し、各区内の樹木数、その種類、大 きさ等を街査 した○食餌動物の現存圭推定のための資料を得

るためには、各区内の3 か所に 1 ×1仇の綿布をひろ吼 その上に落下する昆虫等幼虫のふんを集め、それ

らの至上を 1週間どとに測定した。
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図－ 8 足摺山国有林（タブノキ群 蒔）における食餌動植物
等の現存主調査地

結果ほ、 植生錮査に おいて出現頻度の高かった樹木の大部分のものは、この群落に比較的多い植物質餌

料採食鳥類にとって利用可能な樹種であった。（表－21参府）。

昆虫等幼虫の絶乾ふん重量は25－9び呼／ポ／日で、東北地方の測定例（林試東北支場だより血 183 、197 7）

におけるアカマツ林の場合と似ていた。調査期間が短か ったからさらに検討を要するが、調査時期別の変動
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はあまりないようであった。（図－－9 参照）。

（ 寺下隆喜代・五十嵐 皇）

表－21 足摺山国有林（タブノキ群落）における鳥類の主な食餌供給樹木

（ ≠ ：多い ＋ ：多少あり）

＊高知営林局「天然林の保 蘇こ関する調査報告書（調査年度昭和49－50年）」による

＊＊ 清操車保「 日本鳥類大図鑑 Ⅰ～皿（1952）」和田豊洲「四国の野鳥（1972）」および
和田豊洲氏の加数示による

卜仰 ay）1；：

8 0

7 0

6 0

5 0

4 0

3（】

2 0

1 0

3

Ⅰ8／ V 2 S ／ V l ／ Ⅵ 8 ／Ⅵ 15／ Ⅵ

図－9 足摺山国有林（タブノキ群落）における昆虫等の
絶乾ふん重量調査（1 ×1 m ）

国中の数字は調査区の番号

調 査 地 点

樹 種 苓重 義

タ ブ ノ キ

ヤ プ ニ ッ ケ イ

ヒ メ ユ ズ リ ハ

バ リ バ リ ノ キ

イ ヌ ビ ワ

ヤ ブ ツ バ キ

ハ ド ノ キ

マ サ キ

イ ス ノ キ

ネ ズ ミ モ チ

1 2 3 4
＊

常 在

度

＊事

利 用 可 能 鳥 類

高

†ト

中 低

†十

高

」十

中 低 高 中 低 高 中 低

一什 1十 ー什 一什 十 十 一什 ＋ Ⅴ ヒヨ ドリ

≠ 一什

†ト

†I

1 卜

一什 1十 一什 刊・ ＋ 一什 Ⅴ’ ヒ白 ドリ

1十

十

十ト 一什 一汁 一什 一什 †十 Ⅴ F ヨ ドリ、シロハ ラ

一什 ＋ト ＋ト 十ト ＋ ＋ト ＋ 一汁 Ⅴ ヒヨ ドリ

ヒヨ ドリ、メジロ1十 一什 刊・ †I †ト t什 ≠ ヰ 一汁 ＋ト ≠ ・ Ⅴ

」十 1十 ＋ト ＋ト

＋ト

一汁 一什 Ⅴ
ヒヨ ドリ、ヤマガラ
キジバ ト

＋ 一什 一什

1十

†I 」十 Ⅴ メジワ

ヒヨ ドリ、キジ
シロハ ラ

ヤマ ドリ

キジバ ト

1十 ＋ト ＋ト Ⅴ

1十 1十 一什 Ⅴ

＋ 一什 一什

＋十

十 刊－ 一什 Ⅴ

ナ ギ

サ ン ゴ ジ ス

オオム ラサキシキ プ

ヒ サ カ キ

ホ ル ト ノ キ

ク ロ ガ ネ モ チ

サ ザ ン カ

一什 ＋ ≠ 十ト 一什∵ 」＋ ＋卜 ＋ト 一汁 一汁 ＋ト Ⅴ

一什 1十 一什 ＋ト 1十 ＋ 廿 Ⅳ ヒ＿ヨ ドリ、ツグ ミ

一什

一汁

1十 一什 1十 一汁 1十 Ⅳ コジュケイ

十 一汁 一汁 †十 Ⅱ
ヒヨ ドリ、キジバ ト

．＿乏皇又と 旦〇乏
ヒヨ ドリ

シロハ フ

刊－ ＋ト

†ト

一什 †ト ．廿 一什 1十 十 Ⅱ

一汁 一汁 1十 1十 †ト 一什 1十

＋ 一什 十 1十 1十 ＋
ヒヨ ドリ、キジ

キジバ ト

シ　　　　　　　 イ 」＋ 1十 十ト キジ、 カス ケ
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共同 試 験

農林漁業における環境保全的技術に関する総合研究

わが国における蔀市化、エ美化の急激な発展は、多 くの公害を生み国民生活に好ましくない影響を与えて

いる。農林漁業 もまた、その悪影書を受けるとともに、農林漁業自身 もまた環境に対 して必ず しも好影響だ

けを与えているとはいえない現状である。そ こで、本来農林漁業が持うている環境保全機能を十分に発拝 さ

せると・ともに、農林漁業が発生蘇となっている社会に対する悪い影響を除去するための技術休系を確立する

ことが重要な問題となってきた。

このような問題に応えるため、農林省では農林水産技術会議を中心に、関係の試験研究機閑を動員 し、自

然な らびに人間の生活環境と葡和する土地利用方式、管理技術システム、緑地環境峯備の新 しいあり方を明

らかにし、これらの研究成果をふまえた農山漁村の総合整備に関する基本部画の手法を提示 しようとして、

この研究を 5 ケ年計画 で実施 している。

林業試験場では本、支場を通 じて多 くの研究室が参加 し、四国支填で も支場長が中心となって造林、土 じ

ようの両研究室が取 り組んでいる。支場の研究は針葉樹人工林を対象に皆伐方式と井皆伐方式で森林を経営

した場合の生態系の変動の実態を明らかにするため、昭和 8（1973）年度より昭和朗（19乃）年度までの3

ケ年間「森林の施業による生態系の変動の実態解析」について研究をすすめたが、51（ 1釘6 ）年度より2 ケ

年計画で、前年までの結果をふまえて「四国地方人工林の土地利用と管理方式」について弛査研究が行われ

今年度 はその最終年にあたる。

また、近年家畜の飼育が大規模化されるようになったため、悪臭、水質汚染等、環境保全上の問題 として

その解決が迫られている。当支填でも家畜排泄物の処理と有効利用のため木質物（オガタズ、樹皮）を用い

てその腐射 ヒをはかり、新しい土壌改良剤を開発するとともに、さらにそれらの林木に対する施用技術を確

立するため「家畜ふん尿の処理利用技術に関する研究」を昭糾 8（1973）年度より行 っている。

Ⅰ四国地方人工林の土地利用と管理方式

四国地方における人工林の土地利用と管理方式を明らかにするために、松山営林署管 内の国有林に設けら

れている人ユニ林の非皆伐施美試験地（対席区として皆伐区を含む）と愛媛県上浮穴郡久万町の多段林を主た

る諏査地として研究をすすめた。

人工林の非尊氏施菓試験地は、昭和46（ 1971）年度に7畔 生スギ林と47年生ヒノキ林を強度、中庸度、弱

度の 3 段階に間伐 した区と、昭和47（ 1972 ）年度に皆伐 した対照区からなっており、上木がスギの場合には

下木としてスギを、上木が ヒノキの場 合には下木としてスギとヒノキを列状混植として 197 3 年春に植哉し

た。

1 ． 林 床 植 生 取 査

スギの試験地において 5 月と9 月に各試験区に0・9 れ×1．8 れのコドラー トを5 ケづつ設け林床植生につ
′

いて、種名、被度、草丈を調査 し、積算使占度を求め、また地上部現存皇を測定 した○結果を種数と現存主

について示せば表－22のとおりである。



昭和52年度林業試験場四国支場年報

表－22 林床植隼の種数と現存生（乾重）

－3 3 －

処

対

強度

中庸

弱度

●8 月に下刈を実施

2 ． 光 珊 境 嗣 査

非皆伐区において、各試験区で 100 点づつ、東芝S P I －Ⅴ型照度計によって下木上部の光環境を測定し

た。その結果は義一23の とおりである。

表一23 下木上部の相対照度

3 ． 生 長 桐 査

1 1月に下水の生長詭査を行った。その結果ほ表－24のとおりである。上木ヒノキ試験地の下木は野兎の被

害を著 しく受けた。

（ 安藤 貴、桜井尚武、竹内郁雄 、官本倫仁）

表－24 下 木 の 生 長

理　　　 区
5　 月 9　 月

種　　 敷 現 存 圭 （タ／〟） 種　　 数 現 存 土 （タ／d ）

照　　　 区 4　 5 4 3 5．8 5 1 1 16 2．6　 ●

間　 伐　 区 5　 6 16 0．9 5　 8 126 ．6　 ●

反　 間　 伐　 区 5　 4 12 8．8 6　 0 8 6 ．2　 ●

間　 伐　 区 3　 3 9 3．8 5　 0 159」2　 ●

ヨE 二＝＝＝＝＝二＝＝＝＝≡≡＝＝＝ 一 ▲－
上 木 の 樹 種 間　 伐　 度　 合 ：相 対照 度　 （％）

ス　 ギ

ヒ ノ キ

強　 度　 間　 伐　 区 2 9．5

中　 庸　 度　 間　 伐　 区 2 8．3

弱　 度　 間　 伐　 区 15．2

強　 度　 間　 伐　 区 4 1．■3

ヰ　 再　 度　 間　 伐　 区 3 4．7

弱　 度　 間　 伐　 区 2 1．3

上 木 の 樹 種 ・ 間　 伐　 度　 合 下 木 の 樹 種 樹　 高 （印 ）
地 上 高 0 ．2 れ の ＿
直 径 （00 ）

対　　 照　　 区 ス　 ギ 1 7 2 2．3

ス　　　　　 ギ
強　 度　 間　 伐　 区 ス　 ギ 1 1 5 1．1

中 庸 度 間 伐 区 ス　 ギ 7 8 0．9

ヒ・　 ノ　　　 キ

弱　 度　 間　 伐　 区 ス　 ギ 7 5 0．8

対　　 照　　 区
ス　 ギ 18 1 2．9

ヒ ノ キ 1 5 3 2 ．1

1．5
強　 度　 間 ．伐　 区

ス　 ギ 12 0

ヒ ノ キ 10 8 1．1

1．6
中 庸 反 間 伐 区

ス　 ギ 1 3 1

ヒノ キ 1 4 3 1．3

弱　 反　 間　 伐　 区
ス　 ギ 5 2 1．0

ヒ ノ キ 9 4 1．3
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4 ． 地 表 変 助 眠 査

固定杭法による継続測定を 5 月と10月の2 回行った0 4 年 6 か月間における地表変動量を義一25に示した。

非皆伐地の平均地表変動圭は、皆伐地にくらべて一腰 に小さい値を しめしたが、急斜地 00 ○～430）のスギ

弱良問伐区では、昔伐地を上回る大 きい値を しめした。また非皆伐の中では弱度間伐区が強度間伐区よりも

平均地表変動呈は大きか った○

義一一25 4 、5 年間における地表変動量
（ c m ）

（ －）は侵食をしめす

5 ． 植物体から土壌への養分還元王

5 月および10月に落莫落技量の測定を行った0 本年度は試験地の施葉上の都合により秋季の測定を 10 月

（ 例年は11月下旬） に行ったため、極めて小さい値とな った0 これは秋季の落葉の大部分が測定 されていな

いためとみられる。落莫落技量および養分還元量は表－26、表－27のとおりである。

表－26 落 葉 落 技 量 タ／ポ

区　　　　　　　　 名 斜 面 位 置 変　 動　 量 処 理 区平 均 変 動 量

■－ －1－－■－・－ －一一ニーー・－【・・ニ・－ ＝・・・・コ・】 －：一一－ ∬ ‾■■」■‾

ス 弱 度 間 伐 区

ギ 強 度 間 伐 区

－ －m ＝ －〟 Ⅶ・・・・・・－・・・－一一一一 ・・・・・・・・コ＝－＝‾－、‾－ ■■■■‾ ‾ ⊂■

ヒ 弱 度 間 伐 区

ノ

キ 強 度 間 伐 区

上
中

下

－ 4．0

－ 5．4
－ 4．8

－　 4．9

上
中
下

－ 3．3

－ J．6
－ 1．7

－　 2 ．2

上
中
下

－ 1．8

－ 4 ．3
－ 2 ．9

－ 2．9

－ 2．0

上
中
下

－ 1．6

－ 3 ．8
－ 0 ．7

●■■■一一 叩 －・・㌦ ‾■▲ 」■■■■

皆　 伐　 区

■■■「 ・一 一－・・・・－－－－■－－－－－－－こ一ニーーー・－■・■・・Lコ・・・・一一－■－－－－－・－ ・・・一一・㌦ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■：■■■二▲：ニJ

上
中
下

－ 3．2

－ 4．2
－ 2．6

－　 3．4

1 9 7 7　 年

区 名

ス 弱 良 問 伐 区

ギ 強 度 間 伐 区

区　　 分
6　 月 10　 月 計

落　　 葉 1 9 2 ．9 1 9 ．9 2 1 2 ．8

落　　 枝 1 0．1 2 ．4 12 ．5

計 2 0 3 ．0 2 2 ．3 2 2 5 ．3

落　　 葉 14 3 ．6 8 ．4 1 5 2 ．0

落　　 枝 2．4 4 ．1 6 ．5

計 14 6 ．0 1 2 ．5 1 5 8 ．5

ヒ 弱　 反　 間　 伐　 区

落　　 葉 14 3 ．4 1 1．8 1 5 5 ．2

落　　 枝 16 ．4 2 ．9 1 9 ．3

ノ

計 1 4 9 ．8 ‾14 ．7 16 4 ．5

落　　 葉 6 0 ．8 1 5 二6 7 6 ．4

キ
強 一度　 間　 伐　 区 落　　 枝 4．3 3 ．2 7 ．5

計 6 5 ．1 1 8 ．8 8 3 ．9
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表－27 養 分 還 元 皇

¶
区

ス

ギ

ヒ

ノ

ー
T

ー3 5 －

ダ／ポ

6 ． 植物枯死件の分解と土壌への形書

落葉分解試験は10月に 4 年 6 か月経過の分解かごを回収 し、残存有挽物呈、養分分析、土壌の化学分析を

を行 った。落葉の分解率および土壌の一般化学性 は義一28、表－29のとおりである。

表－28 落葉分解率（4．5 年経過）

表－29 分解かご土壌の化学的性質 （4 年 6 か月経過後）

区名

弱
度
間
伐
区

ス

ギ

弱
度
間
伐

区

ヒ

ノ

キ

対

照

区

原

土

種樹

ギス

・
千

ノヒ

ギス

÷
丁

ノヒ

ギス

ヒノ キ

さ深

2

5

15

～・

～

～

0

2

5

2
5
旦

～

〓

仰

0

2

5

㍉

2

5

15

～

～

～

0

2

5

㍑

卜
仰～

～

～

一

〇

2

5

几

2

5

ほ

山
2

5

ほ

，
0 ～ 2

2・－ 5

5・－1 5

スギ弱度間伐区
ヒノキ弱度間伐区
対席

7 ． 土 壌 限 査

試験地設定時¢973 年）に各処理区に標準断面を設けこ土壌の化学性について誠査 したが、本年度再び同一一

断面について土壌調査を行い、過去 4 年間における土壌の化学性の変化を しらべた。分析結果の一部を 1973

年のものと対比 して表「 30に示 した。 （井上輝一郎、岩川雄幸、吉田桂子）

名

弱 ＿度 間 伐 区

強 度 間 伐 区

弱 良 問 伐 区

N P K C a M g

0 ．3 51 ．5 8 0 ．13 0 ．7 4 2 ．9 3

1 ．2 0 0 ．0 8 0 ．2 3 2 ．6 9 0 ．2 0

0 ．2 11 ．3 0 0 ．0 7 0 ．2 2 1 ．9 7

強　 度　 間　 伐　 区 0 ．6 1 0 ．0 4 0 ．1 1 0 ．8 7 0 ．0 9

区　　　　 名 樹　　　 嘩 分 ＿　 解　　 率

ス ギ 弱 度 間 伐＿区
ス　　　　 ギ 8 5 ．5

ヒ　　 ノ　　 キ 8 8 ．8

ヒ ノ キ 弱 度 間 伐 区

皆　 伐　 区

ス　　　　 ギ 8 6 ．6

ヒ　　 ノ　　 キ 8 8 ．3

ス　　　　 ギ 9 2 ．2

ヒ　　 ノ　　 キ 9 6 ．0

区 P ，H （托 α ・Y l C ％
－N ％ C E C e x － C a e x － M g e 文 一 K

m e ／ 1（氾 m e ／1α）g m e ／10 0 g m e ／ 100 g

5 ．8 9 1 1 ．9 4 ．8 0 0 ．3 8 2 7 ■．6 1 1 1．8 6 1 ．9 7 0 ．7 8

5 ．3 7 9 ．8 3 ．7 7 0 ．3 1 ‾2 2 ．6 2 3 ．7 1 0 ．8 5 0 ．4 4

5 ．1 6

5 ．5 0

1 5 ．5

1i T

3 ．1 8 0 ．2 9 2 0 ．5 7 0 ．9 6 0 ．3 8 0 ・堅 ＿＿＿

6 ．4 1 0 ．4 7 3 0 ．7 8 1 1．7 3 2 ．0 6 0 ．6 0

5 ．4 2 9 ．6 4 ．7 2 0 ，3 7 2 6 ．5 0 5 ．1 1 1 ．2 0 0 ．4 2
5．1 5 －1 7 ．4 －4．3 0 0 ．3 4 2 3 ．4 2 1．15 0 ．4 7 0 ．2 7

5 ．百舌 2．1 う ．7 1 0 ．2 0 1 3 ．7 5
4 9 5 0 ．5 4 0 ．4 6

5 ．7 5 2 ．1 1．7 6 0 ．1 5 1 0 ．0 7 2 ●6 2 0 ．3 5 0 ．4 3

5 ．4 2 4 ．9 1．8 0 0 ．14 9 ．9 9 1：2 8 0 ・21 0 ．3 0

5．4 8 3 ．1 2 ．4 8 0 ．18 1 2 ．2 0 8 ．2 9 0 ．4 0 0 ．3 2

5 ．3 6 4 ．1 1．6 1 0 ．1 4 8 ．8 8 0 ．9 0 0 ．1 6 0 ．3 0

5 ．3 3 4 ．6

1 ．0

1．6 0 0 ．13 8 ．7 8 0 ．8 4 0 ．1 1 0 ．2 4

5 ．9 8 訂 7 2 0 ．4‾0 2 7 ．9 7
1 b ．葡 2．1 0 1 ．0 8

5 ．6 6 4 ．5 3 ．1 7 0 ．2 6 1 9 ．9 3 3 ．8 2 0 ．8 7 0 ．6 7
5 ．3 1

5 ．8 1

10 ．4

10 ．5

2 ．5 6 0 ．2 3

0 ．5 6

1 9 ．3 6 0 ．8 3 0 ・2 L ＿ 0．4 5

8 ．6 4 元 請 4 1 5 ．7 1 2 ．8 6 0 ．9 1

5 ．6 4 5 ．9 3 ．6 3 0 ．2 9 2 1．4 4 3 ．6 4 0 ．8 1 0 ．3 1

5 ．3 5 1 1 ．3 2 ．7 5 0 ．2 5 1 9 ．1 3 0 ．7 5 0 ．2 2 0 ・2 写

5．2 0 1 5 ．7 1．元 ‾ 0．碩 ‾ 1 4 ．2 8 0 ．2 1 0 ．3 3 0 ．2 「

5．2 1 8 ．7 1 ．1も 0 ．0 7 7 ．4 1 0 ．2 9 0 ．1 5 0 ．2 4

5 ．3 8 1 2 ．6 1．3 0 0 ．1 4 1 至t 2 0 0 ．5 9 0 ．15 0 ．1 9
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表－30 4 年間における土壌の化学性の変化

区　　　　 名 届 位 深 さ

p 托 肘 ；．α Y l C N C ／ N

1 9 7 3 1 9 7 71 9 7 3 19 7 7 19 7 3 1 9 7 7 1 9 7 3 1 9 7 7 19 7 3 1 9 ’汀

ス

ギ

ヒ

ノ

キ

弱 度 間 伐 区

A 上 0 ・－ 5 5 ．0 1 5 ．3 0 3 8 ．2 1 3 ．3 1 I・0 3 9 ．9 3 0 ．6 0 0 ．6 3 －1 8 1 6

A 下 1 2 ・｝1 7 4 ．7 8 4 ．6 8 3 2 ．8 3 5 ．8 7 ．7 7 5 ．7 8 0 ．4 4 0 ．4 0 1 8 1 4

B l 2 5・｝3 0 5 ．0 0 5 ．3 1 2 7 ．3 1 1 ．6 3 ．5 7 2 ．9 0 0 ．2 4 0 ．3 0 1 5 1 0

B 王

A l

0 ・－4 5 5 ．3 2 4 ．8 4 2 5 ．8 2 6 ．9 1．6 色 2．3 4 0 ．1 3 0 ．19 1 2 1 2

強 度 間 伐 区

弱 度 間 伐 区

0 一－ 5 6．0 1 5 ．9 0 0 ．8 1 ．1 9 ．3 4 7 ．5 9 0 ．5 1 0 ．5 4 1 8 1 4

A 王 1 2 一－17 5 ．5 3 5 ．7 す 1．5 1 ．5 5 ．6 2 4 、5 7 0 ．3 5 0 ．3 9 1 6 1 2

A － B 2 0 ・｝2 5 5 ．2 3 5 ．1 3 8 ．6 9 ．7 3 ．9 7 3 ．6 3 0 ．2 8 0 ．2 7 1 5 1 3

B ！ 4 0 ・－4 5

0 ・－ 5

5 ．5 2 5 ．1 9 9 ．6 1 2 ．5 2 ．0 6 2 ．0 6 0 ．1 9 0 ．2 3 1 1 9

A 4 ．6 0 4 ．5 8 1 6 ．1 1 6 ．1 1 1．0 8 1 0 ．6 4 0 ．5 5 0 ．5 3 2 0 2 0

A － B 1 2 ～ 17 4 ．7 1 4 ．6 6 2 5 ．3 2 3 ．2 8 ．5 8 8 ．2 7 0 ．4 3 0 ．4 2 2 0 2 0

B 上 2 5 ・－3 0 5 ．＿0 9 4 ．9 8 1 0 ．7 7 ．1 3 ．9 3 3 ．1 9 0 ．2 0 0 ．1 8 2 0 1 8

B 下 0 ・－4 5 畠．3 0 4 ．5 9

4 ．7 5

5 ．8 2 6 ．1 1．6 3 2 ．＿8 9 0 ．（泊 0 ．1 7 1 8 1 7

強 度 間 伐 区

A 上 0 ・－ 5 4．8 0 1 6 ．7 1 6 ．8 1 4 ．7 0 1 2 ．3 8 0 ・5 ？ 0．6 3 2 5 畠0

A 下 13 一－1 8 4 ，8 8 5 ．1 6 1 0 ．6 3 ．3 1 3 ．4 5 1 0 ．3 3 0 ．5 8 0 ．5 4 2 3
‾l 9

B ‾l 2 5 ～ 3 0 5 ．3 1 5 ．1 5 2 ．0 1 ．1 9 ．5 7 7 ．‾－18 0 ．4 4 0 ．3 4 2 2 2 1

B 王 4 0 ・－4 5 5 ．‾5 0 5 ．3 1 1 ．0 0 ．8

2 ．1

6 ．7 1 5 ．7 7 0 ．3 2 0 ．3 0 2 1

2 0

1 9

対　 照　　 区

A 上 0 ・－ 5 6 ．0 9 5 ．7 5 1 ．0 1 1 ．2 0 8 ．8 1 0 ．5 6 0 ．5 5 1 6

A 下 13 ～ 1 8 6 ．0 4 5 ．1 2 1 ．0 1 7 ．9 7 ．6 2 5 ．3 1 0 ．4 2 0 ．3 9 1 8 1 4

A － B 2 2 ・－2 7 5 ．2 0 5 ．0 2 1 7 ．1 2 0 ．6 4 ．3 4 3 ．4 0 0 ，2 8 0 ．2 8 1 6 1 2 ．

B 4 0 ・－45 5 ．4 7 5 ．1 1 1 5 ．3 1 6 ．4 1 ．8 3 1 ．9 0 0 ．1 9 ’0 ．1 8 1 0 1 1
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Ⅱ家畜排泄物の処理利用技術の開発

林木 に対する施用技術の確立に関する研究（苗畑施用技術）

ー3 7 －

この研究は、オガクズ入 り家畜ふん堆肥の利用による連作育苗技術の確立を目的として、昭和幻 （197 5）

年度より3 か年の予定で試験を行い本年度が最終年度に当る。この間、家畜ふん堆肥の連年、年間施用長の

限界を究める ことも大きな課題であった。

初年度（19 75）ほ、オガクズ1 、乾燥鶏ふん1．25割合混合堆肥を造 り施用試験を行った。過去10か年余り

の連作宙畑では、堆肥 3 f ／ 10 d の施用では苗木の生育に施用効果は認められなかったが、15 t／ 10 8 の多

l 施用では土壌の理学性の向上により苗木の生育は一挙に旺盛にな った。しかし、生育後期になって鶏ふん

に由来 したカルシウムの集積のため樹宙にタロロシスの生理障害を誘発 した。

次年度（1976）は、前年度の試験跡地に市販のオガタズ入り牛ふん堆肥の施用試験を行った。

苗木の生育は全般 に不良であり堆肥の施用効果はあがらなかった。その原因は、牛ふん堆肥が発酵不良で

あったためか、また、土壌の乾燥にともない表層に塩類が集積 し土壌反応が弱アルカリ性になったこと、あ

るいはまた、施用チッ素の無横化に際 してのガス障害などがあげられるが、いずれにしても、これから明ら

かにしなければな らない問題を残 した。

本年度（1釘7 ）は、前年度の試験跡地に前年同様の施肥設計で試験を継続 した。苗木の生育は堆肥の施用

主に応 じてい く分生長は した ものの全般的に不良であった。なお、3 か年間の試験継続中土壌消毒は行わな

かった。

オガタズ入り家畜堆肥の施用と苗木の生育についての概要は以上のようで所期の目的を達することはでき

なかったが、こうした結果をもたらした原因について、使用堆肥および土壌の分析結果を もとに検討 した。

まず、土壌分析の結果 では、リン酸、カ リ、カルシウム、マグネシウムが堆肥の施用量に応 じてそれぞれ

集積 したが、中でもカルシウムの集積は土壌反応 にも影辛 し、タロロシスの生理障害を誘発 した直接の原

因とtなったことが認められた。匿ト 10、11に試験開始前年度からのカルシウムの動きを示す。カルシウム

の溶脱、集槙は堆肥施用当時のか レシウムの既存皇、その後の硫安の施用量が大きく影響する。

0 3 3 3 15 1 5 15

1 2

1 8

2 4

6 0

1 0 0

4 1

8 4

2 5

1 8 1 2

（ U F ）

0 由

1 8

（ U F ）

0

1 8

3

2 2 8

2 5 8

1 2

（ 品）：；工数，
2 0 5

4 8 8

0 0

図一10 鶏 ふん堆肥利用試験前後のe∬－ C よ）（喝／ 100 め
上段ほ昭和4 9 年（ 19 74 ）、下段は昭和 5 0 年（ 197 5 ）年度

0

14 1 16 7

67

1 17

9 6

14 1

－5 7

19 9

6 3

1 9 7

7 3 4 3

1 7 3 2 19 3 2 5

1甲 20 4 2 1 1

i2 3 2 10 2 6 0

1 15 13 3 2 0 4

1 0 1 2 1 2 2 2 3

8 4 1 0 5 1 5 3

1 4 2 2 1 5 1 4 7

3 5 8 3 77 32 7

1 5 8 1 92 18 9

28 0 33 9 2 8 5

2 6 1 25 4 2 4 6

4 6 9 2 9 9 3 1 2
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3 3 ．6 2 6 ．7 2 0 ．0

駕肥

1 3 ．3 1 3 ．3 1 3 ．3

肥

1 2

1 5

（ 王も）2三．ミ％肥（指）：三3嵐，
0

4 0 8

5 3 9
］0

4 2 3

4 5 3

0 0 0

図－11 牛ふん堆肥利用試験跡地のe∬－ C a O （由／100め
上段は昭和5 1 （ 19 7 6 ）、下段は昭和 5 2 （ 19 77 ）年度

なお、試験地の褐色土壌の置換容量は9 m e であろので、塩基過飽和の部分は炭酸アルカリで存在 してい

るものと考えられる。

また、使用堆肥の成分含量を水分65％で示せば表－31で、このうち可給態成分量を求めると義一32となり

カリは金成分の99％、 カルシウムは84％、マグネシウムは79％が可給態の形態で存在しているム

表－31 オガクズ入り鶏ふん堆肥とオガスズ入り牛ふん堆肥成分含量（％）

堆肥中水分ほ6 0 － 7 2 ％であるが比較のため6 5 ％で表示 した ○オガクズ入 り鶏ふん堆肥 は

1 ：1．25 混合堆肥 、オガクズ入 り牛ふん堆肥は市販の堆肥である○

4 8 4 0 9 1

2 6 3 3 7 4

2 1 2 8 3 8

18 2 2 3 1

1岳 1 7 わ

24 1 2 30

‾3 8 7
3 7 3 36 7

67 5 4 5 4 3 79

4 1 4 3 3 0 3 3 0

5 0 5 3 3 7 3 5 9

3 9 1 ’ 3 4 0 2 由

64 9 4 5 5 3 2 4

3 3 9 3 5 1 3 2 2

34 0 4 0 1 3 3 8

芦8 1 3 4 2 3 74

32 9 3 4 9 4 0 1

3 3 4 2 9 3 3 3 4

3 99 3 3 3 2 9 8

種 別

オ ガ ・轟 ・堆 肥

オ ガ ・牛 ・堆 肥

水　 分 T　 －　 N T － P ，0 T － K 暮0 T － C a O T 一 心屯 0

6 5 0 ．4 8 1 ．5 6 0 ．6 7 3 ．2 9 0 ．2 7

6 5 0 ．7 1 0 ．7 9 1 ．1 3 1 ．4 7 0 ．4 3
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表一32 オガクズ入り牛ふん堆肥の可給態成分含量（％）

種別

オガ・牛ふん堆肥

金成分量に対する

可給態の割合 ％

風乾堆肥 1 クに1 N 一酢酸アンモ ン（ P H 7 ） 100 ccを加え時々振とう

1 週間後、ろ過、さらに 10 0 c cの酢安で洗 じょうして供試液 とした。

－3 9 －

したがって、10¢当り1 上の堆肥を施用すると、カリは1抽 となり元肥施用量を満たすことになる。またカ

ルシウムは 1 打g土壌 100 K 当り弘当量を放こすことになり、年間2 当量のカルシウムを掃給するとすれば、

カリは10 d 当り44ぉとなりやや過剰施用となる。なお、苗木のカルシウム吸収量は 1 ポ当り 4 点クの苗木を生

産するものとして約妬当量である。

オガタズ入り牛ふん堆肥の年間施用圭の限界を、上述のようにカリ、カルシウムの均衡の面か ら推論する

と10 α当 りはぼ4 f とな る。

なお、カル シウムが畑地に集積 しはじめる量を既－10、11の50、51年度の差の平均で求めると、堆肥20 t

で139 町、26．7 t で劫0 叩 、33．3 f で 278 岬とその関 係は直線的で、施用堆肥のか レシウム主にほぼ平

行し、これから推論すると連年 6 －10 f前後の施用で畑地は しだいにアルカリ側に向うことになるようであ

る○ （横田志朗、岩川雄幸）

マツ類枯撮激辛地域の更新技術に関する研究

これまで外国マツの調査は、昭和馳 （19 75 ）年度には愛媛県の東部地域、昭和51（ 1976）年度には愛媛県

の西南部地域 と徳島県の全地域を対象に実施 して きた。昭和52 （ 19¶）年度には51（ 19 76 ）年度 に引続き徳

島県北東部地域を誠査 した。

錮査対象林分は、大王製抵株式会社市場 出張所管内の社有林の遅越山、徳島県の敦訪山県行造林地、およ

び徳島県林業総合技術センター所有の県有林である。

大王製耗社有林の遅越山では、テーダマツ6 か所とヒノキ1 か所の訂 7 か所を、取訪山県行造林地ではス

ラッシュマツ、テーダマツを各 1 か所づつ、林業総合技術センターの県有林ではスラッシュマツ 1 か所を諏

査した。

なお、遅越山では山頂と中腹のテーダマツの比較ができるように仙 1 と仙 2 、仙 3 と仙 5 をペアで調査 し

た。さらに中腹のテーダマツ恥 4 と、同 じく中腹の ヒノキについても調査し比較 した。

1 ． 標準地の生育環境

禍査地の生育環境は表－33のとおりである。

水　　 分 K ‡0 C a O M g O

6 声 1．112 1．2 3

8 4

0．3 4

9 9 7 9
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1 1）市場町遅越山

術査地は中生代和泉層群を基盤 とする阿嶺山地に位置 し、海抜約 230 － 3釦 れの問に7 か所の諷査プロッ

トを設定 した。

各禍査プロットとも傾斜は200－370の範囲にあって、南向きの平衡～敏凸形斜面である。▼土軌 ま砂岩を母

材とする砂賢壌土でプロット仙1一触5 はB l）（d ）型土壌、プロットぬ6 はB c 型土壌、プロットぬ7 は軸

型土壌である。 しか し、’これらの土壌は土壌断面における層位の分化、土壌構造の発達状態からみて、内陸

部に出現するいわゆる典型的恥色森林土に くらべると成熟度の低いものと判断 される。堆模様式ははとんど

のものが葡行土であるが、プロットぬ 6 の ヒノキ林分は地形的にも丸味のある屋根状の援斜面で、残壌土と

なってい る。

各プロットとも土壌は右横に富み、表層には土壌構造の発達がみられるが、中、下層はかべ状を呈 し、極

めて堅密な堆穣を示すものが多い。とくにプロット仙 1 、5 、 6 、 7 の中下層は固培状態に近い堆積を示し

中山式硬度計の測定値は30に近い値を示している。このような堅密な土層では板系の発達は極めて悪い。

（ 2）敦訪山県行進林地

取訪山県行造林地 には 2 か所の詞査プロッ トを設定 した。地形は仙 8 は谷沿いで、血9 は中腹だが、いず

れも谷沿いの凹形斜面で、水分頭境 も良好である。

海抜高はそれぞれ 140 れ、 19 0 仇である。土壌は緑色片岩を母材とする崩横性のB 型土壌で、土層全般

は角凍一亜角礫にすこぶる富む壌土である。

1 3）林業総合技術センターの県有林

この県有林の土壌は畑地上掛こ客土を施した人工改良土填である。表層に約20α前後の客土層があり、そ

の下部に もこの畑土壊が約軸仇堆積 し、深 さ70仇 ぐらいで円礫を含む砂礫堆揖層に達 する。土層全般に右横

は少な く、土壌構造の発達ははとんどみられず、かべ状を呈 している。また、中、下層の堆積は堅密である

が、根系は深 さ50 c群くらいまでよく侵入している。

2 ． 棟準地の林分揖遺

療準地の林分構造を示せは表一朗のとおりである。

仙樹高曲線による比較

調査したプロッ トの樹高曲線を実験式H ＝ 1．2 ＋

曲線は図－12のとおりである。

D 2

（ a ＋ b 盲ア
により推定 した。推定した樹種別樹高
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図－ 12 遅越山民有林、県行造林地および県有林の
樹高曲線（阿波郡市場町、徳島市）

－∴ テーダマ ツ ーーーー スラ ッシュマツ
ー●－ヒノキ（ ）内の数字は標整地番号

樹種別樹高曲線の偵向は、概 してスラッシュマツの方がテーダマツに比較 して、林齢が低いにもかかわら

ず樹高曲線は高 く表われている。ただスラッシュマツ糞料のぬ7 は、林齢18年生だが植栽位置が山海とい う

こともあり、また、テーダマツよりも土地を選ぶとい う点 もあって、他の恥 8 、仙 10に比較 してかなり低い

樹高曲線を示している。

ついで仙 6 は ヒノキの標準地で22年生という林齢の高さとも相まって、スラッシュマツ仙 8 、仙10につい

で高い樹高曲線を示 している。

これ らについで、テーダマツでは仙 3 が最も高い樹高曲線を示 し、仙 1 、仙 2 、仙 9 、仙 4 、仙 5 の旧に

低くなっている。

また、前述のスラッシュマツで最 も低いぬ 7 は、テーダマツの仙 4 と血 5 の聞に位置 している。

（ 2収穫予想表による比較

昭和51（ 19 76 ）年度に収集 した資料をもとに、徳島県下におけるスラッシュマツ、テーダマツの収穫予想

表を作成 したが、52（ 19刀）年度に収集した10個の資料は、これら予想表のどのような場所に位置している

かをみ た。

（ むス ラ ッシ ュ マ ッ

スラッシュマツの標準地仙10、仙 8 は、林齢に対する平均樹高、平均直径、平均幹材積、加当 り幹材積、

および平均直径 に対 するんα当り本数においては、資料 中心線より高い所に位置 し、逆に血 7 ほ低い所に位置

している。ただ、林齢に対するb 当り本数においては、血8 ははば資料中心線上に位置 し、仙7 は資料中心

線より若干高いか所に位置 している。

さらに、平均直径に対する平均樹高で ほ、仙 7 は中心線より若干高い位置に、仙 8 、仙10ほいずれもかな

り高い所に位置 している。

⑧テーダマ．ツ

テーダマツの標準地仙 1 、仙 2 、仙3 、仙9 は、林齢に対する平均樹高、平均直径、平均幹材積、払当り幹
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材棲のいずれにおいても、中心線より高いか所に位置 し、逆に仙 4 、仙5 は低いか所に位置している。

また、林掛こ対する血当り本数と平均直径に対する加当り本数においては、ぬ2、仙4、血5 、血9 は中

心線 より上部に、また血 1 、ぬ 3 は下部に位置 してい る。

さらに平均直径に対する平均樹高では、仙 1 、血2 、血 3 、仙 4 、仙 5 、血 9 のいずれも資料分布の中心

線より高いか所に位置している。

（ 森下義郎、都築和夫、佐竹和夫、吉田 実、井上輝一郎、岩川堆幸）
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気象 年 報 自1 9 7 7 ・ 1

至1 9 7 7・ 1 2

1 0

1 1

1 2

計

平均

自 記 湿 度 計 ％ 自 記 雨 量 計 溺れ自　 記　 温　 度　 計　 ℃

平　　 均 最　　 高 最　　 低 平　　 均 降　 水　 量

5 ．1 1 0 ．1 0 ．0 6 2 1 1．0

5 ．8 1 1．4 0 ．2 5 9 3 8．3

1 1．7 1 6 ．8 6 ．5 6 7 1 9 3．2

1 7．2 2 2 ．2 1 2．1 7 1 2 3 8．8

1 9 ．9 2 4．6 1 5 ．2 7 4 2 5 6．1

2 3 ．8 2 7．3 2 0 ．3 8 3 4 9 4 ．2

2 8 ．5 3 2 ．5 2 4 ．5 8 0 1 0 4 ．7

2 8．7 3 2．9 2 4・戸 7 5 2 1 5 ．7

2 6．5 3 0 ．8 2 2．2 7 8 4 2 5 ．6

2 1．8 2 7 ．4 1 6 ．1 6 9 9 0 ．1

1 6 ．1 2 0 ．9 1 1．3 6 9 2 0 6．9

1 1．5 1 7．1 5．8 6 8 7 7／0

2 1 6 ．6 2 7 4 ．0 1 5 8 ．7 8 5 5 2 ，3 5 1．6

1 8．1 2 2．8　　　　 1 3．2 7 1
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昭和52（1977）年度における研究業績

分類

経営

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

造

書名

日林関西支講

庁

日林関西支講

誌

林軽 協 月 報

論

J IB P

S Y N T H E S IS

森林 防 疫

やい ろ ち ょ う

堰霊室芸義勝う

日林関西支講

誌

巻号

5 9 （9 ）

1 9 0

8 8

1 6

2 6 （5 ）

6 0ほ）

年月

1 9 7 7 ・1 0

1 9 7 8 ・ 3

1 9 7 7 ・1 0

1 9 7 7 ・ 9

1 9 7 7 ・ 7

1 9 7 7 ・1 0

1 9 7 7

1 9 7 7 ・ 5

1 9 7 7 ・ 5

1 9 7 7 ・ 10

1 9 7 8 ・ 3

題　　　　　　　　　 名 著 者 名

魚梁瀬千本山保護林における種子の
吉田 実

都築●和夫

井上輝一郎

外 8 名

宮本 一倫仁

安藤 貴

井上輝一触

竹内 郁堆

落下星iこういて （中間報告）

蔭谷杉生会の形成条件に関する調査

報告書

魚梁瀬営林署管内和田山択伐実験林

における稀低木と天然更新木の生長

枝打ちが生長におよばす影響 （Ⅰ）

スギ模型林分での枝打ち試験 蜂屋 欣ニ

安藤 貴

桜井 尚武

二段林について一林内更新と下木の

生長－

高知県西ノ川山国有林ヒノキ夷然生

林の成立過程と一次生産量について

T E M P E R A T E F IR A N D 和M L O C K

大野 和人

安藤

千葉 喬ヨ

F O R E S T S ひ寸S HIK O KU

走査電顕によるスギ赤枯病菌め観察

足摺仰のサンコウチョウ

マツノマダラカミキ リの生態学的研

西村 武土

谷本 丈夫

寺下随喜代

白石 雅也

寺下隆喜代

越智鬼志夫

片桐 一正

究 （Ⅳ）枯損林分から脱出する成虫

の密度推定に閲すろ 2 、 3 の要因

細胞質多角休病ウイルスおよび

β〃C〃J〟ざ　　 J加 rf岬 ゼ〃5i5 岩田　 善三
の混合液の空中散布によるマツカレ 越智鬼志夫
ハの防除 小林富士雄
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1 947（昭22）年12月 1 日

1 954（昭29）年 4 月 1 日

1 959（昭34）年 7 月 1 日

1 963（昭光）年 4 月．9 日

1 964（昭39）年 3 月29日

1 964（昭39）年 4 月15 日

歴代の支場長名

初代 農林技官

2 代 〝

3 代 〝

4 代 〝

5 代 〝

6 代 〝

7 代 〝

8 代 〝

9 代 〝

1 0代 〝

1 1代 〝

1 2代 〝

ー4 7 －

沿革

大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足、位置を高知市丸の内9 、高知営林局

構内に置く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国女場と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）lこ移す。

高知市朝倉丁 915（字行宮の森）の新庁舎に移転。

落成式挙行。

藤

井

治

川

井

山

辺

田

川

良

西

下

職

後

金

佐

中

長

片

渡

福

岩

奈

大

森

克人（1947． 12． 1）

彰（1948． 7 ．16）

秀太 郎（1948． 9 ．29）

久美 雄（195 2． 3 ．3 1）

美原（1954． 6 ．21）

佐又（1954． 4 ．16）

録郎（1959． 7 ． 1 ）

秀雄（1966． 4 ． 1）

盈夫（1968． 3 ．2 3）

英二 （197 1． 9 ． 16）

孝（1972． 4 ． 1 ）

義郎（1973． 4 ． 1 ）

⊂：コ

貝

転出

5 3 4． 1 寺 下 隆幸代 保護研究室長

異動

一九州支場保護部長

支場内のうこき

5 2． 4． 1 宮 本 倫 仁 調査室主任研究官 一 調査室員

5 3． 4． 1 森 下 義 郎 保護研究室長事務取扱 一 支場長

5 3． 5． 1 山 本 加 代 庶務課庶務係 一 庶務課会計係

5 3 5． 1 中 田 雅 人 庶務課会計係 一 庶務課庶務係
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林業 試 験 場 四 国 支 場 機 構

課長補佐 斎 藤 五 郎

庶務 係

係長

会計 係

係長

用度主任

庶務 課

課長 推橋 勝

調査 室

主任研究官

林業試験場四国支場

支場長 森下 義郎

室長 中平 幸助

経営 研 究 室

主任研究官

室長 都築 和夫

造林 研 究 室

室長 安藤 貴

保護 研 究 室

蓑長事震 森下 義郎

土じょう研究室

モ
主任研究官

主任研究官

室長 井上 輝一郎

（ 53年 9 月 1 日現在）

篠井 徳 男

山本 加 代

高橋 出 世

浜田 先 子 （併）

高橋 来見男（併）

）

併
（

子

子

人

司

仁

江

夫

男

実

夫

見

歌

先

雅

秀

倫

照

良

来

和

山

月

田

浦

本

内

田

橋

田

竹

下

浜

中

三

宮

西

門

高

吉

佐

吉田 実

宮本 知 子

桜井 尚 武

竹内 郁 雄

中平 幸 助（併）

宮本 倫 仁（併）

越智 鬼志夫

五十嵐 豊

横田 志 朗

岩川 雄 幸

吉田 桂 子
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